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表題／備考 年代 作成 形態／数量 整理番号
日次 元禄2年1月～2月 飛鳥井雅豊 27．2×20．3cm1
（左衛門督） 竪袋　1冊（62）
日次 元禄2年3月～7月 飛鳥井雅豊 27．2×20．7cm2
（左衛門督） 竪袋　1冊（74）
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表題／備考 年代 作成 形態／数量 整理番号
日次 元禄2年1月～2月 飛鳥井雅豊 27．2×20．3cm1
（左衛門督） 竪袋　1冊（62）
日次 元禄2年3月～7月 飛鳥井雅豊 27．2×20．7cm2
（左衛門督） 竪袋　1冊（74）





















































































































































　小野民部 万延元年10月 半　1冊 12
旅籠諸入用払
　小野家 慶応2年3月 半　1冊 13
宿々人足諸用払 慶応2年3月 半　1冊 14
御東幸駕輿丁支度金配分帳 半　1冊 15
御再幸駕輿丁支度金配分帳 明治2年3月 半　1冊 16



















　控） 文久3年3月 折　1通 26
右近府沙汰人小野民部→官務殿
〔駕輿丁鞄9人太政官達請状〕（慶喜以下賊徒征伐に付
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　実零→三條中将殿，204－5－1の紙背文書 6月2日 切　1通 204－5－2
〔烏丸光栄書状〕























私記一 宝永5年1月～12月 半　1冊 40－14
奥書「此一冊宝永五より始而作心」































































































〔日記抜書〕（内侍所本殿修理） （江戸期）4月～6月 横美　1冊 174－1
〔日記抜書〕（有栖川宮　関東より青山下野守使） （江戸期）閏6月 横美　1冊 174－2
〔一月十四日歌会始日記〕 1月 美二切　1冊 174－3
〔記録断簡〕 （正徳期ヵ） 美二切　1冊（3丁）133新大納言日野輝光礼弊発遣上卿記事あり
○延季
備忘 寛政5年8月1日～12月半　1冊 72表紙に花押あり 29日、寛政8年4月
○季知








山門大講堂供養記器奮鯉’ 応永3年9月 仮半 1冊 114
奥書「再三校合了」
北山第行幸御幸 正嘉3年 美 1通 182
経俊記 （正元元年3月4日） 美 1通 183吉田経俊
〔大間書写〕
　奥書「徳大寺前左府去年勤仕大間借請之如形写之、紙数







〔南北朝期略年代記〕 （延元元～明徳4年） 半継 1通 209
玉蘂 建暦2年2月～3月 美 1冊 240－1
九条道家，渋皮刷毛目表紙，蔵印1
玉蘂 一 承元3年3月23日～27日半 1冊 240－2九条道家，青表紙，蔵印1
玉蘂 二 承元3年5月23日 半 1冊 240－3
九条道家，青表紙，蔵印1
玉蘂 三 承元4年2月1日～3月8半 1冊 240－4
九条道家，青表紙，蔵印1 日
玉蘂 四 承元4年9月1日～11月半 1冊 240－5
九条道家，青表紙，蔵印1 25日
玉蘂 五 承元4年12月28日 半 1冊 240－6
九条道家，青表紙，蔵印1
玉蘂 ⊥▲ノ￥ 承元5年3月1日～8日半 1冊 240－7
九条道家，青表紙，蔵印1
玉蘂 七 建暦元年3月9日～28日半 1冊 240－8
九条道家，青表紙，蔵印1
玉蘂 八 建暦元年5月～6月 半 1冊 240－9
九条道家，青表紙，蔵印1
玉蘂 九 建暦元年7月～9月 半 1冊 240－10
九条道家，青表紙，蔵印1
玉蘂 十 建暦元年10月・ll月半 1冊 240一墨1
九条道家，青表紙，蔵印1
玉蘂 十一 建暦2年2月・3月 半 1冊 240－12
九条道家，青表紙，蔵印1
玉蘂 十二 建暦2年4月～6月 半 1冊 240－13
九条道家，青表紙，蔵印1
玉蘂 十三 建暦2年8月～9月 半 1冊 240－14
九条道家，青表紙，蔵印1
玉蘂 十四 建暦2年10～11月 半 1冊 240－15
九条道家，青表紙，蔵印1
玉蘂 十五 建暦2年12月1日～10日半 1冊 240－16
九条道家，青表紙，蔵印1
玉蘂 十六 建暦2年12月11日～19半 1冊 240－17
九条道家，青表紙，蔵印1 日
玉蘂 十七 承久2年1月1日～14日半 1冊 240－18
九条道家，青表紙，蔵印1
玉蘂 十八 承久2年3月1日～15日半 1冊 240－19
九条道家，青表紙，蔵印1























　九条道家，青表紙，蔵印1 安貞2年1月・3月 半　1冊 240－27
玉蘂　二十八





　九条道家，青表紙，蔵印1 仁治2年1月 半　1冊 240－30
玉蘂　三十一



































































































　三条実房 嘉応元年10月 仮美大　1冊 69
















































　藤原頼長，奥書「弘和三年五月廿日於栄山行宮加一見了 康治元年 美　1冊 1－1
干時小雨演以自筆暦記写書之（中略）正平廿一年十月十三
日一見了右大臣此日住吉殿帰参者也」，蔵印1




台記 三 康治3年（改元天養）1月美 1冊 1－3
藤原頼長，蔵印1 ～6月
台記 四 天養元年7月～12月美 1冊 1－4
藤原頼長，蔵印1
台記 五 天養2年（改元久安）春美 1冊 1－5
藤原頼長，蔵印1 夏（1月～6月）
台記 ．Lノ、 天養2年（改元久安）秋美 1冊 1－6
藤原頼長，蔵印1 冬（7月～12月）
台記 七 久安2年1月～12月 美 1冊 1－7
藤原頼長，蔵印1
台記 八 久安3年1～6月 美 1冊 1－8
藤原頼長，蔵印1
台記 九 久安3年7月～12月 美 1冊 1－9
藤原頼長，蔵印1
台記 十 久安4年1月～6月 美 1冊 1－10
藤原頼長，蔵印1
台記 十一 久安4年7月～12月 美 1冊 1－11
藤原頼長，蔵印1
台記 十二 久安5年10月～11月美 1冊 1－12
藤原頼長，蔵印1
台記 十三 久安6年1月～3月 美 1冊 1－13
藤原頼長，蔵印1
台記 十四 久安6年4月～6月 美 1冊 1－14
藤原頼長，蔵印1
台記 十五 久安6年7月～12月 美 1冊 1－15
藤原頼長，蔵印1
台記 十六 久安7年1月 美 1冊 1－16
藤原頼長，蔵印1
台記 十七 仁平元年2月～3月 美 1冊 1－17
藤原頼長，蔵印1




台記 十九 仁平4年（久壽元年）1月美 1冊 1－19
藤原頼長，蔵印1
台記 二十 久壽元年4月～6月 美 1冊 1－20
藤原頼長，蔵印1
台記 二十一 久壽元年7月～12月 美 1冊 1－21
藤原頼長，（十・十一月分欠），蔵印1
台記 二十二 久壽2年4月～6月 美 1冊 1－22
藤原頼長，蔵印1
台記 二十三 久壽2年7月～12月 美 1冊 1－23
藤原頼長，蔵印1















































































































先人記 嘉元元年11月 美　1冊 6－8
三条実躬，蔵印1
先人記 嘉元2年5月・6月 美　1冊 6－9
三条実躬，蔵印1












後愚昧記 応安3年～7年 美　1冊 4－2
三条公忠，（応安五・六年分欠），蔵印1、2
後愚昧記　付「実冬公元服記」「兼敦兼熈状・実時状」 永徳3年 美　1冊 4－3
三条公忠，蔵印1、2
後愚昧記 永和2年～5年 美　1冊 4－4
三条公忠，蔵印1、2





























〔鹿苑院死去之記〕 応永15年8月18日 継　8通 194－1
〔雑記〕（当時在京王大夫一人二付不審事） 美　2通 194－2
25丁、26丁のみ（断簡）
成恩寺関白記　別名：荒暦 応永17年8月19日 仮美　1冊 56一条経嗣
康冨記　表紙朱筆r春日神社伊勢一社奉幣の記」 応永26年2月20日～2月仮美　1冊 141
中原康冨 28日
椿葉記　別名r正統興廃記」 永享5年 半　1冊 136後崇光院，奥書「永享五年二月日書畢、入道無品親王道
欽」，西三條印「417」
実隆公記 文明6年 美　1冊 9－1
三条西実隆，蔵印3
実隆公記 文明8年 美　1冊 9－2
三条西実隆，蔵印3




実隆公記 文明12年8月9月 美　1冊 9－5
三条西実隆，蔵印3
実隆公記 文明15年1月～3月 美　1冊 9－6
三条西実隆，蔵印3








実隆公記 文明17年上（1月～閏3美　1冊 9－12三条西実隆，蔵印3 月）
実隆公記 文明17年下（4月～9月）美　1冊 9－13三条西実隆，蔵印3
実隆公記 文明18年1月～6月 美　1冊 9－14三条西実隆，蔵印3
実隆公記 文明18年7月～9月 美　1冊 9－15三条西実隆，蔵印3
実隆公記裏書公福卿書 半　1冊 10
（三条西公福ヵ），印なし





二水記 大永2年春 美　1冊 23－2
鷲尾隆康，蔵印1












































































































朝野群載巻第十五～十七 永久4年 美　1冊 238－5
三好為康編，蔵印1
朝野群載巻第二十～廿二 永久4年 美　1冊 238－6
三好為康編，蔵印1
朝野群載巻第廿六～廿七 永久4年 美　1冊 238－7
三好為康編蔵印1
朝野群載巻第廿八 永久4年 美　1冊 238－8
三好為康編，蔵印1






左近衛権少将御拝賀雑記 天保13年12月 半　1冊 74
武者小路家之写
〔故実聞書〕 （元禄期） 中　1冊 61
紙背文書あり





























賜椅盧素服剣将参仕備忘 弘化3年3月 仮半　1冊 77
（正親町）右権中将実徳































拍手之事 （江戸中期以降） 竪継　1通 197























































































































































































































〔詠草〕（三題） 寛保元年5月24日 折　1通 242－8公福，端書「寛保元五廿四公宴御月次」
〔詠草〕（二題） 折　1通 242－9公福











































〔詠草〕（一題） 寛永13年8月21日 折　1通 242－37
実教，端書「寛永十三八月廿一日家会」
〔詠草〕（三題） 寛永16年6月17日 折　1通 242－38
実教，端書「寛永十六六十七日公宴御月次」
〔詠草〕（四題） 寛永16年4月21日 折　1通 242－39
実教，端書「寛永十六四廿一日公宴御当座」






〔詠草〕（三題） 寛永16年12月 折　1通 242－42
実教，端書「寛永十六十二禁御月次」
〔詠草〕（三題） 寛永17年7月17日 折　1通 242－43
実教，端書「寛永十七七十七禁御月次」
〔詠草〕（三題） 寛永15年7月24日 折　1通 242－44
実教，端書「寛永十五七廿四禁御当座」









〔詠草〕（三題） 寛永16年7月17日 折　1通 242－49
実教，端書「寛永十六七十七禁裏御月次」
















































































〔詠草〕（二題） 折 1通 242－77
実称，「去月分水無瀬宮御法楽」
〔詠草〕（二題） 折 1通 242－78
実称，「禁中御月次」
〔詠草〕（二題） 折 1通 242－79
実称，「仙洞御月次」
〔詠草〕（二題） 折 1通 242－80
実称，「禁中御月次」
〔詠草〕（二題） 折 1通 242－81
実称，「禁中御月次」
〔詠草〕（二題） 折 1通 242－82
実称，「仙洞御月次」
〔詠草〕（一題） 折 1通 242－83
実称，「七夕御会」
〔詠草〕（二題） 折 1通 242－84
実称，「御月次」
〔詠草〕（二題） 折 1通 242－85
実称，「御月次」
〔詠草〕（二題） 折 1通 242－86
実称，「仙洞御月次」
〔詠草〕（二題〉 折 1通 242－87
実称
〔詠草〕（二題） 折 1通 242－88
実称
〔詠草〕（二題） 折 1通 242－89
実称，「禁中御月次」
〔詠草〕（二題） 折 1通 242－90
実称，「禁中御月次」
〔詠草〕（二題） 折 1通 242－91
実称，「禁中御月次」
〔詠草〕（二題） 折 1通 242－92
実称，「禁中御月次」
〔詠草〕（二題） 折 1通 242－93
実称，「禁中御月次」
〔詠草〕（二題） 折 1通 242－94
実称，「御月次」
〔詠草〕（二題） 折 1通 242－95
実称，「禁中御月次」
〔詠草〕（二題） 折 1通 242－96
実称，「仙洞御月次」
ら
〔詠草〕（二題） 折 1通 242－97
実称，「禁中御月次」
〔詠草〕（二題） 折 1通 242－98
実称，「御月次」
















以 美 1通 218－0
















































補略 宝永6年1月 美二切　1冊 58
〔補略〕 （明治2年） 竪美二切（38丁） 160－3
綴紐切、断簡 1冊
〔補略〕 （文久2年ヵ） 竪美二切（38丁） 160－4
綴紐切、断簡 1冊
O
女房次第 明治3年 半二切　1冊 147
一54一
2．三条西家家政　山城国京都三条西家文書

















口上（病気に付休願状） （明治3）閏10月26日 半　1通 161－5近藤録郎→御殿御役人中様
































〔金銭出入帳断簡〕 （巳3月2日） 横折半　2通 161－18
〔入谷庸五郎略歴〕 半　1通 161－19
〔包紙〕 5月12日 切　1通 161－20
北脇要人→小山畝尾様・広瀬平八郎様，「仲山道細久手駅」
口上（回文一通受取） 4月5日 切　1通 161－21
道光寺殿役所→
〔包紙〕 6月23日 美　1通 161－22
顕正坊・恵俊坊→三條西様御内河村庸五郎様・神原庸之
助様
〔包紙〕 午7月24日着 半　1通 161－23
稲垣藤左衛門・小林喜右衛門→河村能登守様






口上（家来に成侯年月） 12月28日 切　1通 192－1
安田敬斎→御殿二て広瀬様





覚（山本右膳東京在勤中不都合に付帰民願許可） 庚午10月20日 切　1通 192－5
御殿御役所→
覚（職員録代金受取） 5月8日 切　1通 192－6
村上勘兵衛（京東洞院）
覚（太政官日誌代金受取） 閏月4日 切　1通 192－7
村上勘兵衛→上
口上（河村某奉公願に付屈） 庚午10月2日 切　1通 192－8
執事→執事御中












〔御川常治郎身上書〕 12月21日 切　1通 192－17




〔受取証〕（官録之内落手） 6月22日 切継　1通 192－22
執事→執事御中
取次之寺院参否之事（案） 未正月一 切　1通 192－23
御名禅林寺亀空→一殿一殿





〔近藤録郎書状〕（御供一同到着） 5月12日 切　1通 192－27
細久手駅より近藤録郎→小畝尾様・広平八郎様




口演（娘婚姻の礼） 7月20日 切　1通 192－31
武者小路従三位→三条西殿執事中
〔鈴木五郎口上〕（返上金約定の件） 12月26日 切継　1通 192－32
鈴木五郎→三条西様亭広瀬平八郎
口状之覚（三条西家執奏粟生光明寺嘆願に付願） 庚午3月 切　1通 192－33
保実→留守官御中
寄辮続似新潟県知事’越後按察使等辞退願許 午10月 切継　1通 192－34
三條西家杖





























証（金受取状） 6月23日 切　1通 210－7
押小路家千葉継助→俣野左近様











〔文学掛書状〕（別紙願書指入済に付本紙差上） 11月15日 切　1通 210－25
文学掛→三条西公，前欠
〔重俊書状〕（初句に付申入） 3月19日 切継　1通 210－26
重俊→，前欠


























請取申米之事（議奏役料米受取手形案紙写） 享保H年12月 半　1通 185－1花山院家誰一印→奈佐清大夫殿・近藤半左衛門殿・跡部
八郎兵衛殿，端裏書「一、難波殿写本花山殿案紙也」
本文押紙「難波侍従三位」
請之事（議奏役料米受取手形案文写） 享保12年5月 半　1通 185－2花山院家一印→奈佐一殿・近藤一殿・田村一殿，端裏書
「二、難波殿写」　本文押紙「難波侍従三位」
請取之事（議奏役料米受取手形写） 享一未10月 半　1通 185－3一家一印→奈佐清大夫殿・近藤半左衛門殿・跡部八郎大
夫殿，端裏書「三、難波殿写」本文押紙「難波侍従三位」
請取申米之事（議奏役料米受取手形写） 享保14年5月 半　1通 185－4花山院家八木左膳→奈佐清大夫殿・近藤半左衛門殿・岡
部宗六郎殿，端裏書「二、花山殿写」
請取申米之事（議奏役料米受取手形写） 享保14年閏9月 半　i通 185－5花山院家八木左膳→奈佐清大夫殿・近藤半左衛門殿・岡
部宗六郎殿，端裏書「三、花山殿写」




請取申米之事（議奏役料米受取手形案文） 享保15年10月 竪切　1通 185－8三条西家松田助允印→奈佐清大夫殿・海野源五郎殿・松
崎権三郎殿，端裏書「初度之御文言也　享保十五年十月
十五日　御役料証文留（後略）」















大殿様御留主中御到来物控 明治4年 横半　1冊 83
山城国元領下五ヶ村分元家領去午年高反別収納高帳（控） 明治4年3月 美　1冊 127
三条西家（侍従三条西公允）
家領村々拾箇年貢米帳（控） 明治2年6月 半　1冊 128
三条西家（広瀬内記印→京都御政府）
高反別井去辰年収納高帳（控） 明治2年6月 半　1冊 129
三条西家（広瀬内記印→京都御政府）














御即位次第 享保20年11月3日 美二切　1冊 71
御即位次第 明和8年4月28日 美二切　1冊 167
即位次第 安永9年12月 美二切　1冊 168
表紙「（花押）」




















〔包紙〕　上書r即位」 慶応4年 竪　1通 205－0紙背文書（三条西公允言上書拍）
御即位次第 美工切　1冊 205－1



















口述（別紙2通回覧願） 9月1日 切継　1通 205－8


























〔某久寛硯修理料足請取状〕 文正元年4月20日 28．0×44．01通 213－4久寛（花押）
〔中原職業国郡卜定陣之掌燈料足請取状〕 文正元年4月21日 28．7×47．81通 213－5職業（花押）
〔中原職業国郡卜定之御用火鉢用途注進状〕 文正元年4月15日 28．2×47．21通 213－6職業
〔内膳司浜嶋清貞書付〕（三代内膳司の口宣の件） 12月3日 30，7×43．01通 213－7内膳司清貞（花押）→木村越前守殿
〔髪上得選園司等御訪料足注文案〕 27．8×47．81通 213－8
〔大嘗会調進物井料足等注文案〕 27．2×45，21通 213－9
〔内蔵寮年預藤井冨増大嘗会料調進物注進状案〕 文正元年7月日 28．2×46．81通 213－10－1年預藤原冨増
〔中原職業書状〕（御硬大嘗会の件） 213－10－2職業（花押）→橘兵衛殿，213－10－1の紙背文書
〔町広光奏事目録〕 文正元年12月4日 3L8×47．01通 213－11
漉返紙
〔大嘗会卜食行事所移諸司料足注進状案〕 文正元年6月日 28，2×47．51通 213－12




（大 文正元年7月H日 27．2×43．81通 213－15
〔官司行幸行路〕 27．6×45．81通 213－16
〔大嘗会朱雀門大祓諸司料足注進案〕 文正元年6月日 28．2×47．61通 213－17
〔女叙位小折紙〕 文正元年12月29日 28．2×47．61通 213－18
〔外記文殿硯具修理注進状案〕 文正元年4月日 27．7×45．51通 213－19紙背文書（中原師藤書状包紙）あり
〔中原職業南殿掌燈料足請取状〕 文明11年12月6日 26．6×43．21通 213－20職業（花押），紙背文書（中原師藤書状包紙）あり
〔蔵人所衆廻主殿行幸供奉御訪注進状案〕 27，8×47．01通 213－21
〔大歌所御訪注進状案〕 27．8×47．01通 213－22


















大嘗会由奉幣次第 貞享4年4月14日 美二切　1冊 41－2
摂政冬経作進
大嘗会御硬次第 貞享4月10月28日 美二切　1冊 41－3
摂政作進
大嘗会卯日次第 貞享4年ll月16日 美二切　1冊 41－4
摂政冬経公作進
大嘗会辰日豊明節会次第 貞享4年11月17日 美二切　1冊 41－5
摂政冬経公作進
大嘗会私記 貞享4年ll月 美　1冊 45
大嘗会雑記 元文3年6月25日（～10美　1冊 48
月9日）
一丹波国主基所風土記 寛延元年9月22日 竪継　1通 208－1
一〔包紙〕　上書r風土記」 美　1通 208－2－0
丹波国主基所風土記 寛延元年9月22日 美継　1通 208－2－1
近江国悠紀所風土記 元文3年10月9日 竪継　1通 208－2－2


















〔年号勘文〕 （天永元年～仁安元年） 中　1冊 119











〔算博士小槻季連・同三善亮兼連署革命勘文〕 延宝9年月日 竪継　1通 195－1正六位下行右少史兼算博士三善朝臣亮兼・修理東大寺大
仏長官従五位上行主殿頭兼左大史算博士小槻宿祢季連
〔（東坊条ヵ）恒長革命勘文〕 （延宝9カ） 竪継　1通 195－2恒長
〔陰陽頭兼暦博士賀茂友伝革命勘文〕 延宝9年7月日 竪継　1通 195－3従四位下行陰陽頭兼暦博士賀茂友伝
〔明経博士船橋相賢革命勘文〕 延宝9年月日 竪継　1通 195－4正三位行刑部卿清原朝臣相賢





〔高辻豊長革命勘文〕 （延宝9年ヵ） 竪継　1通 195－7豊長
改元定次第井條事定次第（宝永八年四月廿五日改元） （宝永8年ヵ） 美二切　1冊 70


























年号勘文引文・改元元文次第 享保21年4月26日 美二切　1冊 103－1
改元号元文 享保21年4月28日 美二切　1冊 103－2
〔文章博士清岡長香年号勘文〕 元文6年2月23日 美　1通 186
従五位下守大蔵大輔兼文章博士菅原朝臣長香
難陣・條事定々詞・挙奏号 （天明度ヵ） 美二切　1冊 116
〔寛政度諸書諸詞諸状目録〕 美　1冊 177
〔寛政度諸書諸詞諸状目録〕 美　1冊 101
改天保改元参仕備忘 天保15年 横美　1冊 73
表紙「忠香殿御尋ノ事、輝弘殿尋ノ事、忠純読勘文」




















































賀茂下上社行幸御列書 文久3年3月ll日 美三切　1冊 81
〔封筒〕　上書r慶応四年賀茂上下社行幸」 慶応4年 封筒　1通 224－0
〔賀茂社行幸次第覚〕 切　1綴（4点） 224－1
〔封筒〕　上書r九月十三日　御東行供奉云々」 （明治元年） 封筒　1通 217－0
〔東京行幸供奉次第書付綴〕 1綴（10点） 217－1
〔包紙〕　上書r氷川行幸書類」 （明治3年） 半　1通 215－O
〔三条西季知廻状〕（宮内省より手人員数実数御尋に付







〔道筋・奉供規定・太鼓次第達留書〕 庚午閏10月25日 半　1冊 215－4
宮内省→侍従・内番
〔封筒〕　上書r泉山行幸ノ事」 （明治3年ヵ） 封筒　1通 216－0
〔某良光書状〕（行幸供奉風邪に付不参之屈状） 12月24日 切　1通 216－1－1
良光→三条西大納言殿
〔東坊条俊政廻文写〕（泉山参拝道筋・供奉行列・衣服 12月23日 半　1通 216－1－2
之申入）
俊政




〔某信成書状〕（近習衣服に付尋） 12月24日 切　1通 216－1－4
信成
〔孝明帝三周忌に付行政官達留井参拝次第書〕 12月 半　1冊 216－2








〔包紙〕　上書「新嘗祭二付入用物」 美 1通 222－0
西三條印「354」
〔進路図〕 美 1通 222－1

































































































































































































〔中御門天皇宣命写〕（櫛笥賀子贈位准三后） 宝永7年3月 竪　1通 221－1
〔中御門天皇宣命写〕（藤原尚子贈位准三后・皇太后） 享保13年6月 竪　1通 221－2























〔10月25日借物・献上物覚〕 10月25日 半折　1通 214－5－3
〔花山院家厚廻状写〕（列書提出の事他2条） 10月17日 半　1通 214－5－4
実厚→一・勧修寺殿・堀川殿・園殿
〔庭田重基廻状写〕（妙法院弘保親王得度着座参仕の件 10月22日 半　1通 214－5－5
内々申入）
重基→権大納・実勲・勧修寺中納・堀川宰相・宰相中将











〔日記〕 享保15年8月5日～12月横（16．5x450）40－4紙背文書あり 30日 1冊





〔三条西公福起請文控〕 享保16年9月6日 竪　1通 212
→松平左近将監殿・酒井讃岐守殿・松平伊豆守殿・牧野
河内守殿






































〔権中納言下知状〕（来18日着陣） （安政4）12月16日 折　1通 220－1－3－1
権中納言（花押）→四位大外記殿
〔書付〕（宣陽殿敷設・召使参仕） （安政4年5月15日） 切　1通 220－1－3－2
〔権中納言下知状〕（来18日着陣） 12月16日 折　1通 220－1－4
権中納言（花押）→四位史殿
権中納言下知状案文 （12月24日） 切　1通 220－1－5－1
権中納言（花押）→四位史殿・大外記殿
〔書付〕（来27日拝賀事他） 切　1通 220－1－5－2
〔甘露寺勝長書状〕（還任権中納言宣下申入） （明治元ヵ）2月2日 竪折　1通 220－1－6
勝長→権中納言殿
〔某（季知ヵ）請状控〕（還任権中納言） （明治元ヵ）2月2日 竪折　1通 220－1－7
（花押）
〔甘露寺勝長書状〕（兼任皇太后宮権大夫宣下申入） （明治元ヵ）3月18日 竪折　1通 220－1－8
勝長→皇太后宮権大夫殿
〔三条西季知請状控〕（兼任皇太后宮権大夫宣下） （明治元ヵ）3月18日 竪折　1通 220－1－9
季知
〔立后次第草案〕 切　1通 220－2
〔某（季知ヵ）書状控〕（権大納言宣下拝任） （明治元ヵ） 切　1通 220－3－1
三条西季知請状草案 （明治元ヵ） 切　1通 220－3－2
（花押）






大宮新殿御移徒行啓御次第 明治2年2月ll日 横美　1冊 162－1
大宮新殿御移徒行啓列 明治2年2月ll日 美三切　1冊 162－2
大宮新殿御移徒供奉記 明治2年2月ll日 中　1冊 162－3
〔白紙〕 切　1通 162－4








神御衣祭式 明治7年9月14日 美罫二切 1冊 84
元始祭式晴之儀也 明治8年 美罫二切 1冊 82
祈年祭々式 明治8年 美罫二切 1冊 85表紙「四日快晴殊二風静和暖也」
紀元節祭々式晴之儀也 明治8年 美罫二切 1冊 86
一月一日祭式晴之儀也 明治8年 美罫二切 1冊 87
明治八年一月二日神宮教院開講式（式次第） 明治8年 美罫二切 1冊 89
〔祭儀次第書写〕 美罫二切（48丁） 207綴紐切 1冊
神判記実序 明治7年5月21日 半（5丁） 1冊 223－1神宮大司兼中教正正六位田中頼庸撰，神宮教院用紙 紐
切れ
神判記実序 明治7年5月21日 半罫　1冊 223－2神宮大司兼中教正正六位田中頼庸撰
上等葬祭図式序 美　1通 223－3綴穴あり
明治八年祈念祭々式 明治8年 美罫二切（19丁） 160－1綴紐切、断簡 1冊
明治七年八月三十一日大祓式 明治7年 美罫二切（8丁） 160－2綴紐切、断簡 1冊
5．出所不明
元服に関わって正親町三条殿役所で作成されたと推定される記録が3点ある。













































































































表題／備考 年　　代 形態　数量 整理番号
家記 文化13年1月～12月半　1冊（95） 2
目次あり




家記 弘化4年1月～12月 半　1冊（352） 5
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　外務大臣男爵石井菊次郎・同玉子→公爵徳大寺実則殿 大正4年12月日 切　2通（封筒入） 357
〔島津忠重招待状〕（天皇皇后行幸行に付来邸案内）
　公爵島津忠重→徳大寺公弘殿・同令夫人 大正6年5月2日 切　2通（封筒入） 353
〔島津忠重・同伊楚子招待状〕（園遊会催に付案内）































吾家の歴史 明治27年 1冊 161
全面革
吾家の歴史 明治28年 1冊 162
吾家の歴史 明治29年 1冊 163
吾家の歴史 明治30年 1冊 164
吾家の歴史 明治31年 1冊 165
吾家の歴史 明治32年 1冊 166
吾家の歴史 明治33年 1冊 167
当用日記 明治34年 1冊 168
当用日記 明治35年 1冊 170
当用日記 明治36年 1冊 172
当用日記 明治37年 1冊 174
当用日記 明治38年 1冊 175
一98一
1．徳大寺家　山城国京都徳大寺家文書
当用日記 明治39年 1冊 176
当用日記 明治40年 1冊 177
当用日記 明治41年 1冊 178
当用日記 明治42年 1冊 179
当用日記 明治43年 1冊 180
当用日記 明治44年 1冊 181
当用日記 明治45年 1冊 182
当用日記 大正2年 1冊 183
当用日記 大正3年 1冊 184
当用日記 大正4年 1冊 185
当用日記 大正5年 1冊 186



























三樺園栽培ダーリヤ番號数覚 （明治44年ll月） 半罫　1冊 235－11




　聚芳園 明治38年5月～39年2月（晩春ヨリ晩冬二至ル） 半罫　1冊 234－2
一99一
山城国京都徳大寺家文書　1．徳大寺家
園芸日記 第参 明治39年3月～40年2月半罫 1冊 234－3
聚芳園主
園芸日記 第四 明治40年3月～42年2月半罫 1冊 234－4
聚芳園主
園芸日記 第五 明治42年3月～43年2月半罫 1冊 234－5
聚芳園主
園芸日記 第六 明治43年3月～44年2月半罫 1冊 234－6
聚芳園主





撮影日記 明治34年 1冊 169
撮影日記 明治35年 1冊 171







当用日記 大正8年 1冊 189
徳大寺実厚，背皮平布、破損大






家庭日記 大正7年 1冊 188
家庭日記 大正8年 1冊 190
当用日記 昭和7年 1冊 192
当用日記 昭和8年 1冊 193
当用日記 昭和9年 1冊 194
仏教日記 昭和10年 1冊 195










































































式　四箇日次第　本文和歌　散状交名 嘉永元年 美二切　1冊 238
年中行事 （安政年間） 仮美二切　1冊 212


















白馬節会次将要 美二切 1冊 407
























小八幡の松風 明治29年1月26日 仮半罫　1冊 385
抄出御集第二稿二 （明治28～32年） 美　1冊 484












































〔補略〕 安永3年正月1日 半二切　1冊 411
補任歴名 天保3年正月1日 美二切　1冊 399
補任歴名 天保6年正月1日 半二切　1冊 400
正五位下讃岐権守藤原定徳




華族位次第 明治3年 美三切　1冊 239













































〔楽人朱印改一件返答書写〕 （天明8年） 切継　1通 497







岸君様御召 辰3月改 半　1冊 340
105一
山城国京都徳大寺家文書　2．徳大寺家家政

















〔森甲斐守礼状〕（蜜柑拝領の返礼） 12月14日 切　1通 503－3
森甲斐守→徳大寺様雑掌御中











〔甘露路家雑掌礼状〕（蜜柑拝領の返礼） 12月21日 切　1通 503－9
甘露路家雑掌→徳大寺様御雑掌衆中







〔天保10年春結改〕 天保10年春改 切継　1通 503－13
〔天保8年7月院中結改〕 天保8年7月1日結改切継　1通 503－14
付紙あり















































氷川社行幸御供奉雑記 閏十月 横半半　1冊 220





























日記 明治20年1月～6月 半罫　1冊 76
徳大寺家，徳大寺家10行罫紙

















日記 明治23年9月9日～10月半罫　1冊 85新宿徳大寺家，徳大寺家10行罫紙 12日




日記 明治25年1月～4月 半罫　1冊 89徳大寺家，徳大寺家10行罫紙
日記 明治25年7月～12月半罫　1冊 90官邸徳大寺家，徳大寺家10行罫紙
日記 明治26年1月～6月 半罫　1冊 91官邸徳大寺家，徳大寺家10行罫紙
日記 明治26年7月～12月半罫　1冊 92官邸徳大寺家，徳大寺家io行罫紙
日記 明治27年1月～6月 半罫　1冊 93官邸徳大寺家，徳大寺家10行罫紙
日記 明治27年7月～12月半罫　1冊 94官邸徳大寺家，徳大寺家10行罫紙
日記 明治28年1月～6月 半罫　1冊 95徳大寺家，徳大寺家10行罫紙
日記 明治28年7月～12月半罫　1冊 96徳大寺家，徳大寺家10行罫紙
日記 明治29年1月～6月 半罫　1冊 97徳大寺家，徳大寺家10行罫紙































日記 明治39年1月～6月 半罫　1冊 111
徳大寺家，徳大寺家10行罫紙
日記　徳大寺家，徳大寺家10行罫紙 明治39年7月～12月半罫　1冊 112

















日記 大正3年1月～12月 半罫　1冊 123
徳大寺家，徳大寺家10行罫紙
日記 大正5年1月～12月 半罫　1冊 124
徳大寺家，徳大寺家10行罫紙
日記 大正7年1月～12月 半罫　1冊 125
徳大寺家，徳大寺家10行罫紙
日記 大正8年1月～7月 半罫　1冊 126
徳大寺家，徳大寺家10行罫紙
○千駄ヶ谷邸

















日記 大正8年7月～12月 半罫　1冊 127徳大寺家，徳大寺家10行罫紙








日記 昭和2年1月～12月 半罫　1冊 137徳大寺家，徳大寺家12行罫紙
日記 昭和3年1月～12月 半罫　1冊 138徳大寺家，徳大寺家12行罫紙
日記 昭和4年1月～12月 半罫　1冊 139徳大寺家，徳大寺家12行罫紙
日記 昭和5年1月～12月 半罫　1冊 140徳大寺家，徳大寺家10行罫紙
日記 昭和6年1月～12月 半罫　1冊 141徳大寺家，徳大寺家10行罫紙
日記 昭和7年1月～12月 半罫　1冊 142徳大寺家，徳大寺家10行罫紙
日記 昭和8年1月～12月 半罫　1冊 143徳大寺家，徳大寺家10行罫紙




茅ヶ崎御滞在日記 大正ll年1月起（12月～半罫　1冊 130徳大寺家，徳大寺家12行罫紙 4月）
日記 大正14年7月～同15年半罫　1冊 135茅ヶ崎徳大寺家 12月
日記 昭和2年1月～12月 半罫　1冊 147（茅ヶ崎）徳大寺家，徳大寺家12行罫紙







伊楚子様御発車日光ヨリ大洗御滞在中一件書括 明治39年8月12日 横半　1冊（嚢付） 295
2－3－3．郵便発受簿
○千駄ヶ谷邸
〔年賀発送簿〕 昭和3年度 半罫　1冊 349－1
表紙欠





御年賀発送簿 昭和6年1月 半罫　1冊 349－4
徳大寺家，徳大寺家12行罫紙
御年賀発送簿 昭和7年1月 半罫　1冊 349－5
徳大寺家，徳大寺家10行罫紙
御年賀発送簿 昭和10年度 半罫　1冊 351－6
徳大寺家
〔年賀訪問簿〕 昭和6年度 半罫　1冊 351－1
徳大寺家10行罫紙
〔年賀訪問簿〕 昭和7年度 半罫　1冊 351－2
〔年賀訪間簿〕 半罫　1通 351－3
徳大寺家12行罫紙
〔年賀訪問簿〕 昭和8年度 半罫　1冊 351－4
年頭御挨拶控 昭和9年度 半罫　1冊 351－5
徳大寺家
郵便発着簿 大正9年4月1日 半罫　1冊 29
信書発受簿 昭和2年 半罫　1冊 36
徳大寺家，徳大寺家12行罫紙
信書発受簿 昭和3年同4年度 半罫　1冊 37
徳大寺家，徳大寺家12行罫紙
信書発受簿 昭和5年度 半罫　1冊 38
徳大寺家，徳大寺家12行罫紙
信書発受簿 昭和6年 半罫　1冊 39
徳大寺家，徳大寺家10行罫紙
信書発受簿 昭和7年 半罫　1冊 40
徳大寺家，徳大寺家10行罫紙
信書発受簿 昭和8年 半罫　1冊 41
徳大寺家，徳大寺家10行罫紙




信書発受簿 昭和10年 半罫　1冊 43徳大寺家，徳大寺家10行罫紙
信書発受簿　徳大寺家，徳大寺家10行罫紙 昭和11年 半罫　1冊 44
○
上奏書送致簿 明治41年1月～（大正元半罫　1冊 28徳大寺家，徳大寺家10行罫紙 年）
○茅ヶ崎別邸
郵便物発着簿 大正14年7月起 半罫　1冊 30徳大寺家，表紙裏「南湖中町友田別荘坂下建具士栗林」
信書発受簿 大正15年 半罫　1冊 35徳大寺家，徳大寺家10行罫紙・同12行罫紙
郵便発着簿 昭和2年1月 半罫　1冊 31徳大寺家，徳大寺家12行罫紙
郵便発着簿 昭和3年1月～同年12月半罫　1冊 32茅ヶ崎徳大寺家，徳大寺家12行罫紙




塩原日誌井郵便発著簿） （昭和3年7月11日～同8年9月12日） 半罫　1冊 48
徳大寺家（執事印）あり





御布令廻文写 明治2年1月～12月 半　1冊 1板状、開閉不可、後欠
御廻文御布令写 明治3年1月～12月 半　1冊 2執事局
御布令廻章留 明治4年1月～12月 半　1冊 3
御廻文留 明治5年1月～12月 半　1冊 4一部、茶色・榿色8行罫紙
御布令廻文留 明治6年1月～3月31日半罫　1冊 5徳大寺家，茶色8行罫紙
御布告廻文留 明治6年4月～（6月） 半罫　1冊 6徳大寺家








































小遣簿 大正10年1月 半罫　1冊 50
徳大寺家表
小遣簿 大正12年1月1日 半罫　1冊 51
徳大寺家，徳大寺家12行罫紙
小遣簿 大正13年 半罫　1冊 52
徳大寺家，徳大寺家10行罫紙・同12行罫紙


































































篤麿様御凶事日記 明治19年8月14日 半　1冊 253
徳大寺殿
玉江見舞雑記 明治21年1月30日 半　1冊 258
○照子縁組
〔御召衣類目録〕 半　1冊 350－1
御結婚御入費 明治20年4月29日 半　1冊 350－2












記（品代請取状） 10月31日 切継　1通 277－1－5
三河屋安兵衛→徳大寺様





記（品代請取状） 4月13日 切継　1通 277－1－2
黒口屋孫左衛門（印）→徳代寺様御中
記（品代請取状〉 4月13日 切継　1通 277－1－3
黒口屋孫左衛門（印）→徳代寺様御中
〔支払先別品代書付〕 切継　1通 277－1－4
































葵講叢騨虜漏螺斉囎繍謙翌藩二 明治31年11月 半　1綴（3冊） 284
○竹島葬儀
〔包紙〕　上書r故竹島殿凶事書類一括」 明治34年2月 美　1通 254－1－O
〔十日祭霊前詞〕 竪　1通（包紙入） 254－1－1
〔二十日祭霊前詞〕 明治34年2月20日 切　1通（包紙入） 254－1－2
〔三十日祭霊前詞〕 明治34年3月2日 切　1通（包紙入） 254－1－3






　徳大寺家 明治34年2月1日 半　1綴 254－3
死亡診断書（案）（徳大寺竹島）
　告成堂病院長岩佐純印 明治34年2月2日 半　1通 355
死亡届（案）（徳大寺竹嶋）
　徳大寺実則印→麹町区戸籍吏丹所啓行殿 明治34年2月2日 半　1通 368
○治子縁組




〔松平頼孝使者口上・目録井婚姻願綴〕 （明治36年3月） 綴（6点）1冊 249－2













〔袋〕　上書r則麿様御授寿之節届書拍」 大正2年11月5日 袋　1通 278－0
〔華族会館通知状〕 大正2年11月6日 切　1通 278－10
華族会館→男爵徳大寺則麿殿
印鑑届（控） 大正2年ll月13日 半　1通 278－7
徳大寺則麿（印）・徳大寺実則（印）→南多摩郡千駄ヶ谷町
長井田忠信殿
住所届（控） 大正2年ll月13日 半　1通 278－8
徳大寺則麿（印）→宮内大臣伯爵渡辺千秋殿
〔徳大寺実則戸籍謄本〕 大正2年11月12日 美　1冊（3丁） 278－13
千駄ヶ谷町戸籍吏井田忠信（公印）
〔宗族書控〕 （大正2年11月18日） 半　1冊 278－2





戸籍訂正届（控） （大正2年） 半　1通 278－3
公爵徳大寺実則印→宮内大臣殿











一辞令写（授男爵） （大正2年） 切　1通 278－11
天皇御璽
○実厚縁組
実厚様御慶事筆記 大正2年5月 半罫　1冊 251
徳大寺家，徳大寺家10行罫紙












〔徳大寺実厚・松平米子婚礼綴〕 （大正5年） 綴　1冊（13点） ・294－3
O実則葬儀





　徳大寺家 大正8年6月 美罫　1冊 265
前公爵様百日祭御招待名簿
　徳大寺家，下谷御徒町加藤家12行罫紙 大正8年9月 半罫　1冊 267
O公弘葬儀
公爵徳大寺公弘嘉去二関スル葬送記録















































戸籍謄本写学校諸願書届如綴込 明治34年12月（明治25綴 1冊 23
徳大寺家 年～大正8年）
諸願届 大正8年6月（～昭和15綴 1冊 197
公爵徳大寺家 年迄）
要々書類 大正ll年5月（～昭和16綴（183点） 1冊 292
徳大寺家家扶 年3月）
〔諸届井願状控〕 （明治12年～25年） 綴（165点） 1冊 283
御家流花道家元相続之儀二付請願
　兵庫県播磨国揖西郡龍野町東雲斉相続人圓尾慎太郎他2




僕碑戸籍記 明治19年12月調 半　1冊 25












神田貸地代金領収元簿 明治25年8月（～28年）美 1冊 198
徳大寺家




（大正15年7月20日） 綴 1冊 505－1

























下水見積控之控 3月30日 半継　2通 279－2花井鉄五郎→徳大寺家様
〔かこみ板図〕 切　3通 279－3
記（御影石代請求書） 6月 切　1通 279－4大工万吉→徳大寺御掛計様，墨引抹消あり
〔床ノ間寸法書付〕 切　3通 279－5
千駄ヶ谷町新築貸家外囲半板塀仕様見積書 明治44年6月7日 半罫　1冊 279－6岡田金太郎（印）→徳寺家御役所御中
千駄ヶ谷御本邸御門外御貸家新築工事仕様見積書 明治44年6月 半罫　1冊 279－7岡田金太郎（印）→徳寺家御役所御中
〔封筒〕　上書r見積書及領収書在中」 6月20日 封筒　1通 279－8岡田金太郎→徳寺家御役所御中，封筒のみ
見積書 半罫　1冊 279－9福島政二郎（印）→上様
内訳明細見積り書・旧御家屋根接模様替見積り書 半罫　1綴（2冊） 279－10大工職中川万吉（印）
大工職中川万吉御請負之積り其外御費用（控） 6月20日調 切　1通 279－11
大工職請負中川万吉之分御積り外御模様替御入費其他
　別紙之通り 切　1通 279－12
御積書 （6月9日～8月27日） 半　6通 279－13桶政（印）→徳大寺様御中


















〔封筒〕　上書r大正四年台所廻り絵図」 （大正4年） 封筒　1通 281－2－0
→亀印様
〔南新御殿垣見積井絵図綴〕 （大正5年10月） 綴　1冊（7通） 281－2－1
花井鉄太郎→徳大寺家
（ママ）


























































領収之証（学費領収証） 明治25年6月3日 切　1通 347－2明治法律学校会計局（印）→徳大寺威麿殿
領収之証（学費領収証） 明治25年6月3日 切　1通 347－3明治法律学校会計局（印）→徳大寺威麿殿
〔日本鉄道会社第五回株式募集要綱〕 明治25年6月 半　2通 347－4日本鉄道会社，印刷
〔借地証用紙〕 半　1冊（3丁） 347－5印刷　未使用
棊子様御縁組御用品支払下附 明治31年3月～（11月）横半　1冊 285徳大寺家表
三十八年度常用部歳入歳出予算比較説明書 明治37年1月15日 美　1冊 483内蔵頭男爵渡辺千秋→宮内大臣子爵田中光顕殿






















〔朱主馬寮庶務書状〕（酒肴料受領の返答〉 2月12日 切　1通 199－2－1
主馬寮庶務課（印）→野崎来蔵殿
領証 2月13日 切　1通 199－2－2
主馬寮（印）→野崎侍従属殿
〔封筒〕 1月ll日 封筒　1通 199－3－0
木子清敬→伏田富久太郎様（内大臣官舎），岡本政広持参






〔浅井嘉基書状〕（謝儀の礼状） 7月15日 切継　1通 199－4－1
浅井嘉基→伏田様
証（謝儀・酒肴料の受領証〉 明治31年7月1日 半　1通 199－4－2
牛込築土神社社掌多湖泉全印・同赤城神社社掌船戸盤吾
印→徳大寺侯爵殿御家扶中














〔伊藤重三郎書状〕（登記委細承知） 10月12日 切継　1通 199－24－1
伊藤重三郎→滋賀重身様
記（草刈人足書付） （7月11日～8月3日） 半横折　1通 199－25
「那須」印あり































地所売渡証（案文） 明治28年10月1日 半　1通 199－23－5
公爵徳川家達代理酒井忠恕→侯爵徳大寺実則殿（神田区錦
町1－2）
御積書（千駄ヶ谷御殿二階屋根張） 明治34年6月28日 半罫　1冊 199－23－6
平山金三郎（印）→徳大寺様御役所御中
千駄ヶ谷御別館井戸御入費積り 明治33年8月3日 半罫　1通 199－23－7
木下近次郎（印）→徳大寺様御中
拝借地之証（畑地拝借証文） 明治27年1月17日 美継　1通 199－26
拝借人中村千代松（印）・証人中村小一郎（印）→徳大寺家
御家扶御中
拝借地之証（田地拝借証文） 明治27年1月17日 美　1通 199－27
中村千代松（印）・中村小一郎（印）→徳大寺家御家扶御中
記（地代書付） 明治27年8月31日 半　1通 199－37御別邸那須磯吉→御本邸御役所御中
















借地ノ証 明治24年7月 美　1通 199－11－1
借地人川本金太郎（印）・保証人中村千代松（印）→鷹司家
御家扶御中
借地之証 明治23年3月 美　1通 199－11－2
小作人中村千代松（印）・受人川本平三郎（印）→鷹司家御
家扶御中
借地之証 明治23年9月20日 美　1通 199－11－3
高橋庄蔵印・高橋半次郎（印）→鷹司家御家扶御中
借地之証 明治23年6月28日 美　1通 199－11－4
借主内山栄七郎（印）・証人鈴木平次郎（印）→鷹司家御家
扶御中
借地之証 明治23年9月7日 美　1通 199－11』5
借地人師岡平次郎（印）・保証人川島万助（印）→鷹司家御
家扶御中
借地之証 明治23年3月 美　1通 199－11－6
借地人川本金太郎（印）・保証人川本平三郎（印）→鷹司家
御家扶御中
一借地之証 明治20年3月 美　1通 199－11－7
借地人川本金太郎（印）・保証人川本平三郎（印）→鷹司家
御家扶御中




〔野崎来蔵書状〕（測量の件伝達） 1月12日 切　1通 199－5－1
来蔵→徳大寺家御家扶御中






一〔封筒〕 8月10日 封筒　1通 199－7－0
木子清敬→徳大寺殿御内伏田富久太郎様



















〔所有地所得金調書〕 明治26年4月調 切　1通 199－35－3
記（新規井戸堀大工事費見積書） 半　1通 で99－35－4
義村安造→徳大寺御殿御役所様
千駄ヶ谷御邸内御修繕積り書 2月29日 半罫　1通 199－35－5福嶋勘次郎（印）→徳大寺様御中
千駄ヶ谷御邸内下男部屋雪隠之屋根下地取替御入費積 半罫　1通 199－35－6福嶋勘次郎→徳大寺様執事御中






〔封筒〕　上書r御見積り要中」 （明治）33年4月3日 封筒　1通 199－38－0福島勘次郎→徳大寺様御役所御中
記（千駄ヶ谷屋敷工事代金見積書） 明治33年4月3日 半罫　5通 199－38－1福島勘次郎（印）→徳大寺様御役所御中







御積り書（屏風修繕代） 明治33年8月24日 半罫　1通 199－20－2遠藤三右衛門（印）→徳大寺様御中
千駄ヶ谷御殿暴風被損御入費積書 9月30日 半罫　1通 199－20－3福嶋助次郎→徳大寺様執事御中




見積り書（千駄ヶ谷御殿二階柿葺屋根取付代） 明治34年7月11日 半罫　1冊 199－32森喜三郎（印）→徳大寺様御役所御中
千駄ヶ谷御別邸御畳表替及出表裏返し使イ刺立方御入












記（千駄ヶ谷御殿修復費見積） （明治）38年9月 半罫　1通 199－9－1
木村清太郎→徳大寺様御役所




記（畳表代書上） 明治39年6月日 半罫　1通 199－9－4
中村万吉→徳大寺様御会計御中
見積書（井戸・物置床修復） 明治39年6月6日 半罫　1通 199－9－5
岡田金太郎（印）→徳大寺家御役所御中様
御長屋三棟年子板新き見積書 明治39年6月6日 半罫　1通 199－9－6
岡田金太郎（印）→徳大寺家御役所御中様
千駄ヶ谷村御本邸御長家修繕見積書 5月20日 半罫　1冊 199－9－7
岡田金太郎→徳大寺家御役所御中様
土管及トタン引用仕様 明治39年5月2日 半罫　1通 199－9－8
岡田金太郎（印）→徳大寺家御役所御中









L記（千駄ヶ谷別邸新御殿台所修復費） 8月 半罫　1通 199－9－12－2
増田久五郎→徳大寺様御役所御中
記（千駄ヶ谷旧御殿柿葺屋根修復費他領収証） （明治）38年8月日 半罫　1通 199－9－13
家根職宮野兼（印）・代木村清太郎→徳大寺様御役所
門番所台所土台直シ見積書 （明治）38年8月6日 半　1通 199－9－14
岡田金太郎→徳大寺様御役所中
御台所直シ見積書 （明治）38年8月6日 半　1通 199－9－15
岡田金太郎→徳大寺様御役所中
井戸家根流シ板張替見積書 （明治）38年8月6日 半　1通 199－9－16
岡田金太郎→徳大寺様御役所中





















































































昭和十三年一月分領収証綴 昭和13年1月 半　1綴（96点） 428
徳大寺家
昭和十三年二月分領収証綴 昭和13年2月 半　1綴（75点） 429
徳大寺家
昭和十三年三月分領収証綴 昭和13年3月 半　1綴（92点） 430
徳大寺家
昭和十三年四月分領収証綴 昭和13年4月 半　1綴（82点） 431
徳大寺家
昭和十三年五月分領収証綴 昭和13年5月 半　1綴（93点） 432
徳大寺家




昭和十三年八月分領収証綴 昭和13年8月 半　1綴（55点） 435
徳大寺家
昭和十三年九月分領収証綴 昭和13年9月 半　1綴（94点） 436
徳大寺家
昭和十三年拾月分領収証綴 昭和13年10月 半　1綴（79点〉 437
徳大寺家
昭和十三年十一月分領収証綴 昭和13年11月 半　1綴（40点） 438－1
徳大寺家




昭和十四年二月分領収証綴 昭和14年2月 半　1綴（78点） 441
徳大寺家
昭和十四年三月領収証綴 昭和14年3月 半　1綴（68点） 442
徳大寺家












































　徳大寺家 昭和15年4月 半　1綴（37点） 456
昭和十五年五月領収証綴
　徳大寺家 昭和15年5月 半　1綴（59点） 457
昭和十五年六月領収証綴




　徳大寺家 昭和15年8月 半　1綴（54点〉 460
昭和十五年九月領収証綴
　徳大寺家 昭和15年9月 半　1綴（59点） 461
昭和十五年十月領収証
　徳大寺家 昭和15年10月 半　1綴（41点〉 462
昭和十五年十一月領収証綴
　徳大寺家 昭和15年ll月 半　1綴（38点） 463
昭和十五年十二月領収証綴
　徳大寺家 昭和15年12月 半　1綴（70点） 464





昭和十六年二月領収証 昭和16年2月 半　1綴（36点） 466
徳大寺家
昭和十六年三月領収証 昭和16年3月 半　1綴（42点） 467
徳大寺家
昭和十六年四月領収証 昭和16年4月 半　1綴（38点） 468
徳大寺家
昭和十六年五月領収証 昭和16年5月 半　1綴（37点） 469
徳大寺家






昭和十六年九月領収証 昭和16年9月 半　1綴（38点） 473
徳大寺家
昭和十六年十月領収証 昭和16年lo月 半　1綴（50点） 474
徳大寺家
昭和十六年十一月領収証 昭和16年11月 半　1綴（54点） 475
徳大寺家
○軽井沢










































































































〔物加彼懐要書状〕（旧領地4ヶ村石高反別取調） （明治）26年1月17日 切継　1通（封筒 478
物加彼懐要（西京別邸）→滋賀重身殿 入〉
〔伏田福太郎書状〕（中院殿金銭授受に付返答） 4月19日 切継　1通 632
福太郎→滋賀殿
〔伏田福太郎書状〕（中院家家計救助願） 12月27日 切継　1通 619
福太郎→滋賀様





〔梨軒生書状〕（種々取計礼状） 23日 切　1通 609
梨軒生→滋賀老兄
〔高千穂宣麿書状〕（第十五銀行より300円借用） 7月22日 切継　1通 605
宣麿→滋賀重身殿







〔高千穂宣麿書状〕（耶馬渓名物マキ柿井写真進呈） 6月10日 切継　1通 612
宣麿→滋賀重身殿
〔伏田福太郎書状〕（別紙写通認置調印承知願） 8月28日 切継　1通 613
福太郎→滋賀賢台貴下
〔書付〕（請書の事岩倉家へ面会にて御礼申入） 切　1通 620







〔梨軒生書状〕（借金願） 27日 切継　1通 633
梨軒生→滋賀老兄侍史







〔能谷某書状〕（春日神社々務よりの件勘考依頼） 1月12日 切　1通 642
能谷→滋賀幹事殿



























































　伏田冨久太郎→徳大寺家嶋田直二郎殿 （明治30年）5月27日 切継　1通（封筒入） 566
〔伏田冨久太郎書状〕（米田侍従殿養母死去）
　伏田冨久太郎→嶋田様 （明治30年）6月4日 切継　1通（封筒入） 646
〔伏田冨久太郎書状〕（中院家家計の件）





　伏田冨久太郎→嶋田様 （明治30年）5月21日 切継　1通 648－1
〔伏田冨久太郎書状〕（中院富有学資の件）





〔当番添状〕（別紙披露依頼） （明治30年）6月6日 切　1通 648－4
当番→嶋田殿








〔伏田冨久太郎書状〕（第十五銀行配当金の件） （明治30年）6月10日 切　1通（封筒入） 668
伏田→嶋田様
〔封筒〕 （明治30年6月17日） 封筒　1通 669－0
徳大寺家家従→島田直次郎殿
〔当番添状〕（別紙取計依頼〉 （明治30年）6月17日 切　1通 669－1
当直→直次郎殿
一日本政府電報送達紙（カブケンヲヒキダシニアリマシ （明治30年）6月18日 切　1通 669－2
タ）
トクダイシキミヒロ→トクダイシサネノリ
〔封筒〕 （明治30年6月19日） 封筒　1通 567－0
伏田冨久太郎（東京）→徳大寺家別邸嶋田直二郎殿
〔伏田冨久太郎書状〕（神田貸地代納めの件他） 6月18日 切継　1通 567－1
伏田冨久太郎→嶋田直二郎殿






一〔封筒〕 （明治30年6月18日） 封筒　1通 568－0
伏田冨久太郎→嶋田直二郎殿
〔伏田冨久太郎書状〕（中院富寿学習院退学願許可の件） 6月18日 切継　1通 568－1
冨久太郎→嶋田様
〔書留封筒ヵ〕 （明治30年6月22日） 切　1通 568－2
東京徳大寺執事→徳大寺家島田直次郎殿
〔徳大寺家執事書状〕（品物送付） （明治30年）6月18日 葉書　1通 568－3
東京徳大寺執事→徳大寺家島田直次郎殿
一〔徳大寺家執事書状〕（羅紗の件） （明治30年）6月18日 葉書　1通 568－4
東京徳大寺執事→徳大寺家島田直次郎殿
一〔封筒〕 （明治30年6月20日） 封筒　1通 649－0
徳大寺家矢印嶋田直二郎殿
〔伏田富久太郎書状〕（注文白ズボン本日送付） （明治30年）6月19日 切継　1通 649－1
冨久太郎→嶋田殿




































































































〔封筒〕 （明治30年7月9日） 封筒　1通 663－4－0
徳大寺家執事→島田直次郎殿
〔当直書状〕（若奥様の件披露願） （明治30年）7月9日 切　1通 663－4－1
当直→直次郎殿
〔封筒〕 （明治30年7月9日） 封筒　1通 663－5－0
徳大寺執事→島田直次郎殿
〔富田安敬書状〕（6月分支払本月より当分見合） （明治30年）7月9日 切継　1通 663－5－1
安敬→直次郎殿
〔封筒〕 （明治30年7月11日） 封筒　1通 665－0
伏田富久太郎→嶋田直次郎殿
〔伏田冨久太郎書状〕（カウスボタンの件） （明治30年）7月ll日 切継　1通 665－1
冨久太郎→嶋田様
〔伏田冨久太郎書状〕（下命の件取調） （明治30年）7月12日 葉書　1通 665－2
伏田冨久太郎→嶋田直次郎殿
一小包送票 （明治30年7月11日） 切　1通 665－3
徳大寺邸→嶋田直二郎
一〔封筒〕 （明治30年7月13日） 封筒　1通 664－0
徳大寺家執事→島田直次郎殿
〔当直書状〕（藁子・栄寿院殿の件取計依頼） （明治30年）7月13日 切継1通 664－1
当直→直次郎殿
一〔封筒〕 （明治30年7月13日） 封筒　1通 664－2－0
〔伏田冨久太郎書状〕（中元祝儀頂戴） （明治30年）7月12日 切継　1通 664－2－1
伏田冨久太郎→嶋田直二郎様




















〔伏田冨久太郎書状〕（近況報告） （明治30年）7月16日 切継　1通 564－1
伏田冨久太郎→嶋田賢兄



































































































通常為替金受領証書（20円） （明治41年）10月6日 切　1通 548－3
富士見町郵便局→長崎桜町（郵便局）






郵便物受領証 明治41年ll月2日 切　1通 560－2
徳大寺島田直次→徳大寺亮子
通常為替金受領証書（12円） 明治41年11月2日 切　1通 560－3
〔徳大寺亮子書状〕（為替受取礼状） （明治42年1月20日） 葉書　1通 546
長崎→徳大寺家御内島田直次郎殿
〔徳大寺亮子書状〕（為替受取、鶴子様子報告） （明治42年）2月21日 葉書　1通 547
長崎徳大寺→徳大寺様御内島田直次郎様
〔徳大寺亮子書状〕（今月長府行、下女月給不用） （明治42年4月）14日 葉書　1通 550
炉粕町46徳大寺→徳大寺家御内島田直次郎殿
〔徳大寺亮子書状〕（袖の件に付通知） （明治42年）4月24日 葉書　1通 555
徳大寺亮子→徳大寺様御内島田直次郎様



































































































　爵氏名印・親族議員連署同→宮内大臣子爵渡辺千秋殿， 明治43年月日 切継　1通 690
「宮」の透かしあり
世襲財産券面記入取消願（軍事公債元資償還に付記入






の件） 明治43年10月3日 切継　1通 684－1－1
英彦山磐村良繁（印）・城島時太郎・広沢幸二（印）→侯爵
徳大寺実則様御家扶嶋田直次郎様外御中












〔高千穂和麿書状〕（海水浴費用請取の礼状） 6月16日 切継　1通 684－2－3
和麿→御祖父様
〔高千穂家内せつ書状〕（礼状） （6月17日） 切継　1通（封筒 684－2－4
（高千穂家内）せつ→島田様 入）















































〔徳大寺亮子書状〕（両人への御年玉の礼状） （明治44年）1月15日 半　1通（封筒入） 588
亮子→島田様





〔徳大寺亮子書状〕（4月頃の上京断念） （明治44年）2月11日 葉書　1通 584
徳大寺亮子→徳大寺家御内島田直次郎様
〔徳大寺亮子書状〕（上京の件断状） （明治44年）3月16日 葉書　1通 585
徳大寺内→徳大寺家御内島田直次郎殿
〔徳大寺亮子書状〕（島津家よりの土産品の礼状） （明治44年）3月27日 切継　1通（封筒 590
さや子→島田直次郎様 入）
〔封筒〕 （明治44年）4月25日 封筒　1通 592－0
徳大寺内→徳大寺家御内島田直次郎様
〔徳大寺亮子書状〕（案内状断りの依頼） （明治44年）4月25日 半　1通 592－1
さや子→直次郎様
〔招待状〕（婚儀御披露） 明治44年4月21日 葉書　1通 592－2
侯爵徳川囲順・同英子→徳大寺則麿殿・令夫人亮子殿






〔徳大寺亮子書状〕（市役所と相談無事に済） （明治44年）7月4日 葉書　1通 594
長崎徳大寺→徳大寺家島田直次郎殿
〔徳大寺亮子書状〕（三井よりの小包請取状） （明治44年）7月22日 葉書　1通 595
なかさき徳大寺→徳大寺家島田直次郎様
〔封筒〕 （明治44年）8月3日 封筒　1通 593－0
三菱社宅徳大寺→島田直次郎様
〔徳大寺亮子書状〕（近況報告） 8月3日 切継　1通 593－1
さや子→御中様
〔徳大寺亮子書状〕（暑中見舞井鶴子歯痛近況） 8月3日 切継　1通 593－2
→直次郎様
〔徳大寺亮子書状〕（佃煮送付依頼） （明治44年〉8月14日 葉書　1通 515
徳大寺家→徳大寺家島田直次郎様
〔徳大寺亮子書状〕（佃煮礼状） （明治44年8月22日） 葉書　1通 513
なかさき徳大寺→徳大寺家島田直次郎様





〔封筒〕 （大正5年）2月22日 封筒　1通 657－0
浜口伊蔵（伊勢国）→公爵徳大寺実則様（千駄ヶ谷），親展
〔浜口伊蔵書状〕（上様染筆謁頂戴願） 大正5年2月22日 切継　1通 657－1
浜口伊蔵→徳大寺実則御邸執事様
浜口伊蔵書状（染筆軸装絹送付） 大正5年3月6日 切継　1通 657－2
浜口伊蔵→徳大寺様御執事様
〔封筒〕 （大正5年9月15日） 封筒　1通 676－0梶川定治（富山）→公爵徳大寺実則殿









〔坂田広吉書状〕（染筆願） （大正6年）7月21日 切継　1通（封筒 676－4
坂田広吉（印）→徳大寺執事御中 入）




〔巌手日報社禿氏岳山書状〕（染筆願〉 （大正6年）8月ll日 切継　1通（封筒 676－6
巌手日報社禿氏岳山→公爵徳大寺実則閣下執事御中 入）
〔巌手日報社禿氏岳山書状〕（料絹小包にて送付） （大正6年）8月（7日） 切継　1通（封筒 676－7
巌手日報社禿氏岳山→公爵徳大寺実則閣下執事御中 入）
〔藤内章書状〕（染筆願） （大正6年）11月3日 切継　1通（封筒 676－8
藤内章→公爵徳大寺閣下御執事様 入）
〔常隆寺住職増田鳳明書状〕（染筆願） （大正6年）11月1日 切継　3通（封筒 676－9
常慢寺増田鳳明→徳大寺家執事殿 入）
一〔封筒〕 （大正5年5月2日） 封筒　1通 676－10－0
岡谷真詮→徳大寺公爵家御執事御中
〔岡谷直詮書状〕（詠歌染筆願） （大正5年）4月28日 切継　1通 676－10－1
岡谷直詮→徳大寺家御執事御中
一〔岡谷直詮書状〕（公爵病気承知） （大正5年）5月1日 切継　1通 676－10－2
岡谷直詮→公爵徳大寺家御執事御中
〔藤内観一郎書状〕（染筆願〉 （大正5年）3月29日 切継　1通 676－11
藤内観一郎→公爵徳大寺実則様







一〔封筒〕 （大正6年）10月17日 封筒　1通 676－13－0
上埜安太郎（富山）→中山執事殿
〔上埜安太郎書状〕（揮毫願） （大正6年）10月17日 切継　1通 676－13－1
上埜安太郎→中山執事殿，付紙あり
一〔名刺〕（衆議院議員上埜安太郎） 名刺　1通 676－13－2
〔水谷久澄書状〕（染筆願、干瓢献上〉 大正6年ll月10日 美　1通（封筒入） 676－14
水谷久澄（三重）→徳大寺家御執事御中，書留











〔恒川平一書状〕（中元国産漬物献上、染筆願〉 （大正6年）7月3日 切継　1通 676－16－2恒川平一→徳大寺公爵閣下執事御中
〔辰巳長三郎書状〕．（歌染筆願） （大正5年）12月9日 切継　1通（封筒 680大和茅野山辰巳長三郎→公爵閣下御侍史様 入）
〔封筒〕　上書r定期預金証書」 大正6年12月30日 封筒　1通 689住友銀行東京支店→，封筒のみ
〔封筒〕　上書r一月十二日住友支店へ委任状持参相渡候 （大正7年1月10日） 封筒　1通 686－0事」
住友銀行（大阪）→公爵徳大寺実則殿
臨時株主総会召集通知書 大正7年1月9日 半．1通 686－1社長取締役住友吉左衛門→株主各位，印刷
送金添書（797円） 大正7年1月11日 14，7×20．4　1通691
宮内省本金庫（印）→徳大寺実則殿
〔封筒〕 （大正7年7月1日） 封筒　1通 692－0十五銀行→公爵徳大寺実則殿
預金申込書 大正7年7月1日 19．5×32．6　1通692－1
十五銀行日本橋支店・同丸之内支店
〔定時株主総会開催通知〕 大正7年7月1日 半　1通 692－2十五銀行取締役頭取松方厳→殿
〔純益金配当金受取通知〕 大正7年7月16日 18．1×1L5　1通692－3十五銀行→公爵徳大寺実則殿 （封筒入）
送金添書（797円） 大正7年7月6日 14。8×20．4　1通675宮内省本金庫→徳大寺実則殿
〔封筒〕 （大正7年10月5日） 封筒　1通 705－0内蔵寮→徳大寺実則殿，「宮内省」印あり
〔書付〕（金27円55銭） 切　1通 705－1徳大寺家中山邦太郎→京都住友男爵邸物加波中次郎宛，
鉛筆書
〔自治会通知〕（選挙権拡張問題決議文通知） 大正8年1月22日 葉書　1通 580自治会→徳大寺実則殿，印刷
〔桜菊会本部通知〕（神官神職を優待し以て国民思想の






〔封筒〕 （大正8年3月7日ヵ） 封筒　1通 552→徳大寺実則殿，封筒のみ、封筒裏「宮内省」、「興風会
印」印あり
衆議院議員選挙法改正案別表二対スル意見 （大正8年3月ll日） 冊子　1冊 554印刷
山梨県別表修正二対スル陳情書 大正8年3月12日 冊子　1冊 582山梨県選出衆議院議員望月小太郎・河西豊太郎，印刷



















〔封筒〕 大正8年3月29日 封筒　1通 575－0
兼松義稔→公爵徳大寺実則殿御執事中















一土地賃借契約証書（控） 大正8年 美罫　1冊 681－2
〔徳大寺伊楚子書状〕（長野より参候男2人に付報告） 8月27日 切継　1通 516
徳大寺伊楚子→島田直次郎殿











〔中川富五郎書状〕（家扶就任に付挨拶状） 2月5日 切継　1通 530
長府毛利邸中川富五郎→島田直次郎様侍使
















〔相良家家扶書状〕．（結婚祝儀御二方様招待） 5月6日 切継　1通（封筒 658相良家家扶→徳大寺様御家扶中 入）





〔徳大寺亮子書状〕（鶴子紋付、白木に注文） 9月18日 半　1通（封筒入） 679社宅徳大寺亮子（印）→島田直次郎殿
〔袋〕　上書r豊前国田川郡英彦山高千穂家往復書類入」 袋　1通 682袋のみ
御使者口上控（婚儀土産進上） 4月29日 切　1通 683伯爵松平基則様御使者善貝純一郎
〔金額書付〕（6，941円75銭） 切　1通 693
〔封筒〕 3月8日 封筒　1通 703－0風呂豊大（菊坂町）→茅ヶ崎徳大寺家御別邸執事御中
〔身元保証書〕 半　1通 703－1
〔身元書付〕 切継　1通 703－2
〔封筒〕 3月8日 封筒　1通 704－0横浜いと（茅ヶ崎町足立別荘）→山本純一様（千駄ヶ谷）







〔封筒〕 （昭和10年2月7日） 封筒　1通 656－0斉藤松次郎（岩手）→徳大寺嬉子（渋谷区長谷戸53）
〔斉藤松次郎書状〕（詠進歌を色紙又は短冊にて再送依
















〔住友孝書状〕（負傷見舞〉 7月25日 切継 1通 659－1
住友孝→公爵徳大寺実厚様
〔封筒〕　上書r分譲略図」 封筒 1通 660－0
住友信託株式会社東京支店→

























〔合見参五位已上用途絹綿注文写〕 文久2年1月16日 竪　1通 369－4
〔内蔵寮請文写〕
　正六位上行少属藤井宿祢久任・正六位上行允藤井久行 天保元年12月10日 竪　1通 369－5
3－3，行列・着陣
　宝永4年（1707）ll月27日に近衛家熈が関白に就任した行列書1点。その他は、年代不詳。











法皇柿本社両所御法楽和歌 享保8年3月18日 半　1冊 337










公宴月次和歌御会 享保17年7月24日 横美　1冊 330
月次和歌御会 享保18年9月24日 横美　1冊 331




院御会始 享保21年1月21日 横美　1冊 334
院月次和歌御会 享保21年4月18日 横美　1冊 335






















































〔大外記師零・左大師盈春勘例写〕 （享保8年ヵ）5月16日 竪継　1通 341－1大外記師零・左大史盈春
〔包紙〕 半　1通 352－0
〔摂家門跡之先規に付申詞案〕 折　1通 352－1
遷宮之事 元禄12年9月23日 折　1通 352－2源某（花押〉
〔遷宮之儀次第案〕 折　1通 352－3








〔公卿建白留〕 （慶応3年ヵ） 美　1冊 269
一151一
山城国京都徳大寺家文書　4，宮内省












具視卿見込書写 明治2年1月 美　1冊 222
表紙「評決之分朱書」とあり
英国女帝三男廿五歳渡干日本国参朝拝龍顔御接待次第 明治2年7月 美　1冊 270
〔還幸行程次第〕 明治14年 美罫　1冊 246
宮内省茶色13行罫紙












飢鐘救助之御参考書 明治19年3月19日 美罫　1冊（袋付） 262
藤宮三九朗（印）→侍従長徳大寺実則殿御取次衆中





























































































































































































































































































上（窮民拝借願状） 明治2年4月 半　1冊 348－1－3
地方三番組谷中本村組頭惣兵衛（印）→
上（新堀村養福寺門前借長屋願状） 明治2年6月 半　1冊 348－2－1
地方三番組新堀村組頭太郎兵衛（印）→
上（新堀村諏訪社内借長屋願状〉 明治2年6月 半　1冊 348－2－2
地方三番組新堀村組頭太郎兵衛（印）→
上（新堀村内屋敷地書上） 明治2年4月 半　1冊 348－2－3
地方三番組新堀村組頭太郎兵衛（印）→東京府郡政方御役
所
上（新堀村村諸入用高書上） 明治2年4月 半　1冊 348－2－4
地方三番組新堀村組頭太郎兵衛（印）→東京府郡政方御役
所
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〔二条光平関白職請状案〕 承応2年9月21日 折　1通 49
O治孝
〔光格天皇宣旨案〕（右大臣二条治孝転任左大臣） 寛政8年4月24日 竪　1通 31－3大外記兼助教中原朝師資奉
〔光格天皇宣旨案〕（左大臣宜令列右大臣上） 寛政8年4月24日 竪　1通 31－4大外記兼助教中原朝師資奉





















































































































永仁院中記 美 1冊 209破損大
共綱卿記
　清閑寺共綱
譲位之条々 寛文3年1月（～2月） 美 1冊 10
1－8．文書目録




























































他望自詠料紙短尺以下染筆留 甲子8月改 半二切　1冊 193
〔詠草五題〕 切継　1通 194斉敬



































































〔随身調子筑後守・富左近将曹願書一件〕 （安永7年閏7月） 美　1冊 18－11
〔近衛府富左近将曹届状〕（立親王宣下次第相授・実方
祖父死去服稜）




















































































































年号之事 （慶応元年） 折　1通 41－3
年号之事 （慶応元年） 折　1通 41－4
年号之事 （慶応元年） 折　1通 41－5
〔年号勘文案〕 （慶応元年〉 折　1通 41－6
式部大輔菅原在光
〔年号勘文案〕 （慶応元年） 折　1通 41－7文章博士菅原修長




















〔合見参次侍従五位已上交名案〕 享和2年11月25日 竪継　1通 102－1








〔合見参次侍従五位巳上交名案〕 安政6年1月1日 美継　1通 102－3－1
〔合見参非侍従五位已上交名案〕 安政6年1月1日 美　1通 102－3－2
〔包紙〕　帯札上書「豊明節会」 美　1通 102－4－0
〔合見参五位已上絹綿注文案〕 安政6年11月15日 美　1通 102－4－1
〔合見参次侍従五位已上交名案〕 安政6年ll月15日 美継　1通 102－4－2
〔合見参非侍従五位已上交名案〕 安政6年11月15日 美　1通 102－4－3
〔包紙〕　帯札上書r白馬節会」 美　1通 102－5－0
〔合見参五位已上絹綿注文案〕 安政6年1月7日 美　1通 102－5－1
〔合見参次侍従五位已上交名案〕 安政6年1月7日 美継　1通 102－5－2
〔合見参非侍従五位已上交名案〕 安政6年1月7日 美　1通 102－5－3
〔包紙〕　上書「踏歌見参録法之形」 安政6年 美　1通 152－0『
〔合見参五位巳上交名案〕 安政6年1月16日 美継　1通 152－1









〔包紙〕　上書「九条前関白輔実公江御幸」 享保7年3月27日 美　1通 42－0
〔包紙〕　上書r九条前関白江御幸行列」 享保7年2月27日 半　1通 42－1－0
九条前関白輔実公江御幸行列（行列書） 享保7年3月27日 切継　1通 42－1－1
〔包紙〕　上書「享保七年三月廿三日坊城弁6来、廿七日 享保7年3月23日 美　1通 42－2－0
九条前関白輔実公江院御幸之御行列」
〔行列書〕 （享保7年3月23日） 切継　1通 42－2－1




















〔柳原光愛達状〕（雲龍院・悲田院御陵参向延引） 5月22日 折　1通 41－11－1
光愛→関白殿諸大夫中，折封










〔包紙〕　上書「稲荷社還幸行列」 元治元年4月9日 半　1通 46－0
稲荷社還幸行列（行列書） 元治元年4月9日 切継　1通 46－1
当日早旦寝殿以下敷設之事 竪美　1冊 64











〔妙功徳院内親王尊儀御中院御法会記〕 延享3年3月 横　1冊 178
























〔八條宮・有栖川宮親王宣下次第〕 （寛文9年2月） 折　1通 85
〔立坊節会次第〕 （宝永以前） 折本（17．2×9．4）184
1冊
立親王宣下次第　草 （万延元年ヵ） 美二切　1冊 22－1




〔文章博士菅原在光名字勘文案〕 万延元年9月3日 美　1通 66－2
正三位行式部大輔兼文章博士菅原朝臣在光













〔包紙〕　上書r着陣次第」 半 1通 38－1－0
着陣次第（草案） 折 1通 38－1－1
着陣次第（草案） 折 1通 38－1－2
着陣次第（草案） 折 1通 38－2
着陣次第（草案） 折本 1冊 38－3
〔包紙〕 美 1通 89－0
〔構鞭鶏濡罐警賀’内大臣拝賀着陣’関白 折 1通 89－1
〔光平卿拝賀着陣年月日答状案〕 折 1通 89－2
〔光平公内大臣関白拝賀年月日答状案〕 折 1通 89－3
中納言大将兼任例（承暦2年他） 折 1通 89－4
〔参内次第覚〕 折 1通 89－5
〔某断状控〕（勅授帯劔・摂政御拝賀儀追而申上） 切 1通 89－6
〔着陣次第〕 升折 1冊 90
〔包紙〕 美 1通 171－0
〔摂政井前関白勘考座席図〕 美 1通 171－1






〔安倍泰福日時勘申案〕（新殿木作始の日時陣儀の日 延宝2年12月13日 竪　1通 70時）
安倍泰福
太政官符（写）（伊勢国司発遺） 宝永6年6月21日 竪　1通 98
修理東大寺大仏長官正五位上行主殿頭兼左大史小槻宿禰
判奉




〔能登国司解案〕（給鉤匙開検不動倉状） 文久2年1月4日 竪　1通 105－1
従五位下行守源朝臣善重
〔加賀国司解案〕（給鉤匙開検不動倉状） 文久2年1月4日 竪　1通 105－2守従五位下藤原朝臣慶直
〔三善亮功請状案〕（馬料韓櫃捌合事） 文久2年1月4日 竪継　1通 105－3
造興福寺判官正五位下行右大史兼算博士三善朝臣亮功















〔右少弁資慶長者宣写〕 寛永20年4月3日 折　1通 31－1－1
左少弁資慶→大納言僧都御房
〔国解・作名書付〕（慶長・筑後守典豊） 折　1通 172














口宣案（法橋康知叙法眼〉 承応3年2月15日 竪（宿紙） 1通 108
上卿山科大納言・蔵人頭中弁藤原熈房奉
勘例（叙従五位上） （寛永10～14年） 折 1通 160
綴跡あり
〔後西天皇宣旨〕（叙法橋） 寛文2年3月28日 竪 1通 112
左大史兼算博士小槻宿禰（忠利花押）奉
〔某官位申詞書付〕（池尻勝房叙位他） （元禄4年ヵ） 折 1通 48
〔鷹司房輔・同兼熈官位申詞書付〕 （元禄4年ヵ） 横 1冊 143
房輔・兼熈
〔某官位申詞書付〕 折 1通 154
〔包紙〕　上書「申左近衛権中将雅康朝臣　申正三位具偶 宝永4年12月日 竪 1通 32－0
卿　右両人小折紙被差拍候　寄書井追加」
〔官位寄書〕　端裏書r当日分」 （享保4年ヵ） 折 1通 32－1











〔関白・大臣官位申詞書付〕（宣顕・益通叙位他） （享保4年ヵ） 折　1通 32－3
当日平野社官ノ事井上階之仰被出留 享保4年12月26日 折　1通 32－4
〔口状・勘例・傍例案綴〕 （享保18年力） 横　1冊（23丁） 103
〔叙位任官申文井勘例留〕 （享保21年ヵ） 折（漉返紙）4通 104
（摺切）
〔包紙〕　上書「享保六年二月廿日賀茂□□関白左大臣右 （享保6年2月20日） 竪　1通 61－0大臣前摂政前殿下内大臣左大将参内」
〔賀茂社家社職転補新補勅許の輩御礼書付〕 2月25日 切　1通 61－1
〔五家相続の仁躰被為仰出候御礼書付〕 2月22日 切　1通 61－2
〔賀茂五家流罪追放一件日次〕 横　1冊 61－3
〔九条尚実・二条宗基連署状下書〕（社家官位停止の件 （寛延3ヵ）10月3日 切継　1通 54に付申状）
尚実・宗基→摂政殿，前欠
〔包紙〕　上書r九條内大臣植基公ヨリ被下也」 寛保3年1月25日 美　1通 53－0
〔小折紙〕（女叙位） 折　1通 53－1
〔摂政官位申詞書付〕 （寛延3年ヵ） 折　1通 47
〔関白叙任・直衣始・与奪一上於右大臣勘例〕 （享保～寛政） 横　1冊 149
〔包紙〕 半　1通 唾62－0
口上覚（位階願） 子5月 折　1通 162－1出納職修→
官位内覧勅問 （文久3年） 竪二切　1冊 25
（二条斉敬）
〔藤原隆董申状井家例・叙日留状〕 （文久3年ヵ） 折　1通 118
〔包紙〕　上書「上権禰宜正六位荒木田守存」 美　1通 145－0




































〔中宮職位署案〕 宝永5年2月27日 竪継（宿紙）1通 109
〔中宮職位署案〕 宝永5年2月27日 竪継（宿紙）1通 110











〔内舎人勤功書付〕 （文久～元治） 折　1通 95－2
〔包紙〕　上書「有栖川宮6使ヲ以被申越候也、表向伝奏 卯年5月14日 半　1通 96－0
へ被差出候由候事」
〔某願状写〕（妙勝定院宮拝領の現米300石の件） 折　2通 96－1
〔上平主税著書内覧願状〕 ll月 折　1通 117
上平主水
〔包紙〕　上書r十月十二日奥向へ差出　東越中守願書」 （10月12日） 切　1通 126－0
奉内願口上書（大礼加役願草案） 月日 切　1通 126－1
松尾社権神主正四位下為秀（花押）→

















〔包紙〕　上書「卯四月五日従両曹別紙写書差出候也」 （4月5日） 美　1通 180－O
御賄謙麟院●一乗院門跡使二名外国人出南の件 折　1通 180－1




覚（日光道中賄下行記） 2月 切継　1通 129
下札あり













禁制（濫妨狼籍・放火・竹木伐採禁制写） 慶長5年9月21日 切（1α5×28．0〉141－1御朱印→興福寺 1通




〔関白鷹司政通加増一件留帳〕 （文政10年） 半　1冊 185－1
〔関白九条尚忠加増一件留帳〕 （安政6年） 半　1冊 185－2





〔牧式部少輔某書状写〕（在職中役料支給無に付返答） 1月9日 切継　1通 185－4
牧式部少輔→北小路治部大輔様




















































諸奉行 享保7年2月 美二切 1冊 19－1
非常参勤 享保7年2月 美二切 1冊 19－2
〔包紙〕　上書r諸奉行一冊　非常参勤一冊 享十年九月 美　1通 19－3－0
十五日石井前中納言6来ル」
諸奉行 享保10年9月 美二切 1冊 19－3－1




























〔二条家扶日次記〕 明治9年1月～6月 半罫　1冊 5
二条家日次記 明治9年7月～12日 半罫　1冊 6











　銅駝坊記、二条家8行罫紙 明治6年1月～12月 半罫　1冊 2
御布告留
　銅駝坊記、二条家8行罫紙 明治8年1月～同9年12月 半罫　1冊 3
〔御布告留〕











〔会館・宗族・銀行記事〕 （明治11年） 半罫　1冊 10
会館・宗族・銀行記事 明治H年～12年 半罫　1冊 8
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相続届（控） 明治24年2月20日 半罫　1通 108－3
藤田キヌ・同清次郎→下京区長中邨藤兵衛殿
御請書（控） 明治24年2月20日 半罫　1通 108－4
藤田清次郎→京都府知事北垣国道殿
養子送籍届（控） 明治24年2月20日 半罫　1通 108－5
藤田キヌ→下京区長中邨藤兵衛殿






養子入籍届（控） 明治25年3月10日 半罫　1通 108－8
小堀甚兵衛印→京都市下京区長辻信次郎殿
〔藤田キヌ並孫清次郎略歴〕 半罫　1通 108－9










〔包紙〕　上書「譲状三通」 明治5年ll月24日 半　1通 74－O小堀甚兵衛






















　まさ（印）・証人宮田加賀（印）→田中隠岐守様 文久元年4月日 竪　1通 66－2
御譲り申候家敷地之事（塔之段町山吹屋甚兵衛跡地屋



















譲り渡申屋敷地之事（屋敷地譲渡証文） 明治3年4月 半　1通 71－1塔之段町譲り主甚兵衛（印）・証人親類儀兵衛（印）→徳之
助殿，付紙「当時中井とき所持」
譲り渡申屋鋪地之事（屋敷地譲渡証文） 明治8年2月19日 美　1通 71－2愛宕郡第二区下鴨村塔之段町譲り主中井とき（印）・証人
小林儀兵衛（印）→岡田豊七殿，印紙添付
〔屋敷地永代売渡証文写〕 （安政6年～明治3年） 半　1冊 69
覚（旧券状一通預状） 8年4月5日 半　1通 72－1
下鴨村戸長（朱印）→
〔地券改屋敷図〕 （明治7年2月改） 美　1通 72－2
O
〔包紙〕　上書「古券三通　六通堺町東入・同堺町6四軒 切　1通 73－0目・同万猪方券状預」
覚（堀之上町買得地所四ヶ所譲渡之覚） 元治元年1月26日 切継　1通 73－1






婚礼式御客其外所持拍帳 （天保4年12月22日） 横美（水引）1冊 59－1
小堀姓














〔封筒〕 上書「北野御本社御請取証井二御翠簾御神鏡磨 封筒 1通 79－1－0
請取」
〔願札〕 切 59通 79－1－1
小堀甚兵衛










































































































































積り書帳（六帖土蔵普請代見積明細書） 午1月10日 横半　1冊 107－5
河内屋清兵衛→小堀様
御積り書（九帖土蔵普請代見積書） 明治19年3月 横半　1冊 107－6
大工清兵衛→小堀様
覚（五月分材木代・大工手間賃請取帳） 7月前 横半　1冊 107－7
大工清兵衛→小堀様




覚（三月四月分材木代・大工手間賃請取帳） （明治21年）4月27日 横半　1冊 107－10
大工清兵衛→小堀様，小乾蔵普請分
覚（材木代請取帳） 5月前 横半　1冊 107－11
大工清兵衛→小堀様，借家家分
覚（材木代・雇人賃銀請取帳） （4月～6月分） 横半　1冊 107－12
大工清兵衛→小堀様，借家家分
六帖敷座敷折廻縁側床廻り木材明細区別書 明治40年7月4日 美罫　1冊 107－13
中村清兵衛（印）→小堀様，「西村用紙」









覚（四条町借家普請見積書） （明治）40年7月4日 半罫　1冊 107一喋5
中村清兵衛（印）→小堀様
御家根用之通（材木代・手間賃請取帳） 明治19年4月 横半　1冊 107－16－1
北尾三左衛門→小堀甚兵衛様
記（石代請取状） （明治）19年4月30日 切　1通 107－16－2
中村久吉→小堀様
覚（手間賃他請取状） 5月前 切　1通 107－16－3
石田清兵衛→小堀様御用向中村様
記（竹代他請取状） 5月前 切　1通 107－16－4
ひさ吉→小堀様




〔封筒〕　上書r方位墾書」 元治元年10月撰 封筒　1通 112－1－1－0
〔瀬尾某書状〕（糸屋町6本宅へ移候方難） 10月6日 切継　1通 112－1－1－1
瀬尾→小堀大人
〔瀬尾某書状〕（店方三条6西向丁へ移方馨） 12月20日 横折　1通 112－1－1－2
瀬尾→小堀様
〔瀬尾多門書状〕（店方三条6引移方墾） 蝋月晦日 切　4通 112－1－1－3
瀬尾多門→小堀甚兵衛様
〔瀬尾多門書状〕（土蔵方位） 11月25日 切　1通 112－1－1－4
瀬尾→小堀様
墾々（土蔵潰・西隣普請吉凶） 11月1日 切　1通 112－1－1－5
瀬尾（印）→小堀様
方墾（土蔵引始・本宅移吉日） 11月18日 切　1通 112－1－1－6
業明撰（瀬尾印）→小堀様










方盤（本宅普請吉日）付、上便所普請吉日 未ll月 切継・切　2通 112－1－2－3
松浦（印）→小堀様
〔瀬尾渡書状〕（土蔵修復他吉日〉 10月28日 切継　1通 112－1－2－4
墾文（本宅座敷上棟吉日） 申3月 切継　1通 112－1－2－5
松浦（印）→小堀様









毛某書状〕（天降の事） 11月1日 切　1通 112－1－6
尾→小堀様
毛某書状〕（北ノ正当に大将軍の銘柄） 3月4日 切継　1通 112－1－7
尾→小堀様
毛多門書状〕（新西蔵普請吉日） 4月ll日 切継　1通 112－1－8
門→甚兵衛様
毛某書状〕（蔵間普請吉日） 4月10日 切継　1通 112－1－9
尾→小堀様
毛某書状〕（菊屋町方角） 8月7日 切継　1通 112－1－10
尾→小堀様，図あり
毛某書状〕（清水坂6帰宅吉日） 12月16日 切継　1通 112－1－11
尾→小堀様
テ坊書状〕（普請泊番人の件） 10月27日 切　1通 112－1－12
野一行坊→小堀様
立と家相の心得〕 切継　1通 112－1－13






名譲受吉辰書〕 安政乙丑年 切　1通 112－1－17－1
毛渡書状〕（普請方墾） 9月4日 切　1通 112－1－18
尾渡→小堀様
工某書状〕（方替の方位） 9月10日 切　1通 112－1－19
江→小堀大人




甫茂書状〕（菊屋町方位） 6月14日 切継　1通 112－4
浦茂→小堀様
昔家改造普請吉日） 未2月10日 切継　1通 112－5
公浦弘印）
5．0×15．0　1冊112－6
反住居6入京の吉日） 立9月5日 切継　1通 112－7
公浦弘印），墨引抹消あり
木方・阿部方畳の数撰法〕 切　1通 112－8


















































































































〔瓦師・手伝人数手間賃書上〕 （明治）19年3月25日 半罫　1通 唾09－1
鉄尾房吉（印）→小堀御店
〔向家上棟祝儀分交名〕 横半　1通 109－2
〔洛東頂妙寺修覆明細書〕 安政6年6月 折　1通 109－3
〔包紙〕　上書「惣積り書　請取入」 半　1通 109－4－O大工清兵衛
覚（金20円請取証） 3月31日 切　1通 109－4－1大工清兵衛→小堀様
覚（金40円請取証） 5月29日 切　1通 109－4－2大工清兵衛→小堀様
覚（金20円請取証） 6月27日 切　1通 109－4－3大工清兵衛→小堀様
覚（明治20年8月中土蔵造作費明細書） （明治20年）8月30日 横半　1冊 109－5大工清兵衛→小堀様
覚（明治20年加茂御別所分造作費請取帳） 明治20年7月 横半　1冊 109－6大工清兵衛→小堀様
積り書（土蔵普請） 明治19年3月 横半　1冊 109－7手伝方中新→小堀殿御用中村清兵衛様
御積り書（土蔵他普請） 明治19年3月 切継　1通（包紙 109－8左官徳次郎→中村清兵衛様 入）
義掃金領収之証（京都・大坂水害） 明治18年7月17日 切　1通（包紙入） 109－9中外電報社・日出新聞社募集掛（印）→小堀甚兵衛殿，（下
京第四組六角高倉東入堀之上町）





〔土蔵上棟祝儀分書付〕 （4月ll日～18日） 切　1綴（3通） 109－12
一227一
山城国京都堀之上町万屋小堀家文書　1．小堀家
覚（巽土蔵用牡丹餅代） 4月22日 切　1通 109－13
（四条通大福印）→万甚様
覚（材木代金請取証） 5月IO日 切継　1通 109－14
（竹屋町通柳馬場角吉田吉次郎印）→小堀様
覚（代金書上） 横半　2通 109－15
記（二階修復造作吉日墾文） 11月19日 切　1通 109－16
（松浦弘印）
記（造作日限吉日整文） 辰12月25日 切　1通 109－17
（松浦弘印）
覚（金百疋請取証） 3月26日 横半　1通 109－18
身延十万部寺（印）→京都万屋甚兵衛様









〔三井八郎右衛門書状〕（百花式御本持参） 3月 切継　1通 90－1
八郎右衛門→亀太郎様














〔松浦茂書状〕（商法施行延期の件） 12月7日 切継　1通 110－4－2
松浦茂→小堀様
御答（四尺蛇の件） 明治6年8月28日 折　1通 110－4－3
常通→小堀様
一〔万屋次兵衛書状〕（家督改名祝儀の品請取礼状） 2月22日 折　1通 110－4－4
万屋次兵衛→万屋甚兵衛様










































































名産鮎鮮広告 明治27年 切　1通 116－19
福井県越前国敦賀郡匹田本店川尻まさ，印刷



















証（神影軸物代金請取証） 18年6月24日 切　1通 109－22
大仏師職七條彦一代北村助蔵（印）→小堀甚兵衛様
〔季料請取証〕 5月15日 切　1通 109－23
斉藤安行（印）→小堀甚兵衛様，印刷
〔家根用材木代金書付〕 明治19年5月 横美　1通 109－24
北尾三左衛門→小堀様
キ（四条町請負残金領収証） 明治40年9月4日 切　1通 109－25
中村清兵衛（印）→小堀様
記（召衣代金請取証） （明治19年）9月13日 切　1通 109－26
三上店→小堀様御用
〔松浦茂書状〕（普請吉日〉 5月18日 切継　1通 109－27
松浦茂→小堀御主人様
〔中井藤太郎病状書付〕 （明治6年10月以降） 切　3通 109－28
〔藤井源四郎書状〕（見舞） 4月23日 切　1通 109－29
藤井源四郎→小堀甚兵衛様
〔藤河五郎左衛書状〕（割符方継目調印の件） ll月5日 切　1通 109－30
藤川五郎左衛門→小堀御両主
〔書状下書〕（紋付上下肴一具） 切　1通 109－31
〔次作書状〕（絵図面返上） 19日 切　1通 109－32
次作→甚兵衛様






〔松浦茂書状〕（西方修造吉凶） 12月12日 切継　1通 109－35松浦茂→小堀様
〔神事供衆振舞規則大略〕 切　2通 109－36
〔家元書状〕（華道書加筆延引） 11月4日 切　1通 109－37家元→会頭職
〔別口方口取入金等書付〕 切　7通 109－38
〔次作書状〕（千家茶事招待） 4月18日 切継　1通 109－39次作→亀太郎様
〔別口方口取入金等書付〕 切　23通 109－40
〔万屋次兵衛書状〕（改名祝儀進上） 卯12月27日 折　1通（包紙入） 109－41
万屋次兵衛→万屋要蔵様・万屋甚兵衛様
〔松浦茂書状〕（暮風の時修復の件） 9月13日 切継　1通 109－42松浦茂→小堀様
〔ば・書状〕（菓子の礼状） 切継　1通 109－43ば・→利三郎へ
〔次作書状〕（鶴頭花篭の礼状） 切　1通 109－44次作→甚兵衛様
〔次作書状〕（図画贈答の礼〉 菊月 切継　1通 109－45次作→甚兵衛様
〔采野為吉書状〕（進物礼状菓子返礼） 4月27日 切　1通（封筒入） 109－46采野為吉→小堀甚兵衛様
〔松浦茂書状〕（竈衣掛の吉日） 1月10日 切継　1通 109－47松浦茂→小堀様
〔封筒〕 （明治23年2月4日） 封筒　1通 109－48天賞堂（東京）→小堀甚兵衛様，封筒のみ
〔重潤書状〕（秘蔵の茶器・画等の件） （万延元年）臆月25日 切継　1通 109－49重潤→小堀玉芝君























〔松浦茂書状〕（取込中に付同行不可） 2月26日 切継　1通 109－60
茂→小堀御主人様
〔源四郎書状〕（進物礼状） 1月19日 切継　1通 109－61
源四郎→小堀様
〔中嶋助左衛門書状〕（女子出生の件問合） （9月27日） 切継　1通（包紙 109－62
中嶋助左衛門→万屋甚兵衛様，前欠 入）
〔長生館主人書状〕（一年吉日） 午12月2日 切継　1通 109－63
〔荻田次兵衛書状〕（新土蔵上棟吉日） 12月21日 折　1通（包紙入）109－64
荻田次兵衛→小堀甚兵衛様
〔斉藤新助書状〕（家督・隠居祝儀進上） 2月1日 折　1通（包紙入） 109－65
斉藤新助→小堀甚兵衛様・小堀要造様
〔包紙〕　上書「高尾氏6御世話之御品之内下立売七本松 明治7年太陰暦7月9日 半　1通 109－66－0
妙尭寺様へ相納申候書附也」












〔御彙料奉納礼状〕 5月18日 切継　1通 113－6
斉藤安行（印）→小堀甚兵衛様
覚（金請取） 3月8日 切継　1通 113－7
順妙寺→小堀様






































































〔封筒〕 上書「津登」 封筒 1通 113－42
雀庵編




堺行日記帳（諸経費書付） （明治） 半三切（水引） 89
1冊
世間之事書写 （明治） 横半半　1冊 111
紙替文書あり
〔小野組失敗の聞書〕 半　1冊 77－2





兼而御頼申入置候事（雇人に付当店家風） 明治14年1月 美　1通 100
辻店→各宿元御一同中，板刷
〔近世考見録写〕（嶋田八郎右衛門他） 美　1冊 77－1











































寅七月三日書抜 （慶応2年ヵ） 横半　1冊 1－1
寅八月三日書抜 （慶応2年ヵ） 横半　1冊 1－2
寅九月三日惣指引書抜 （慶応2年ヵ） 横半　1冊 1－3
寅十月三日惣指引書抜 （慶応2年ヵ） 横半　1冊 1－4
寅十一月三日惣指引書抜 （慶応2年ヵ） 横半　1冊 1－5
寅十二月二日書抜 （慶応2年ヵ） 横半　1冊 1－6
慶応三卯二月三日惣指引書抜 （慶応3年） 横半　1冊 2－1
慶応三卯二月晦日惣差引書抜　三月分 （慶応3年） 横半　1冊 2－2
慶応三卯四月三日惣指引書抜 （慶応3年） 横半　1冊 2－3
〔指引帳〕 （慶応3年） 横半　1冊 2－4
慶応三卯五月朔日惣指引書抜 （慶応3年） 横半　1冊 2－5
慶応三卯五月二日惣指引書抜 （慶応3年） 横半　1冊 2－6
慶応三年卯七月三日惣指引書抜 （慶応3年） 横半　1冊 2－7
慶応三年卯八月三日惣指引書抜 （慶応3年） 横半　1冊 2－8
卯九月三日惣差引書抜 （慶応3年ヵ） 横半　1冊 2－9
卯十月三日惣指引書抜 （慶応3年ヵ） 横半　1冊 2－10
卯十一月三日惣指引書抜 （慶応3年ヵ） 横半　1冊 2－11
右後日十一日二相改書抜別二有之
卯十一月十一日惣指引書抜 （慶応3年ヵ） 横半　1冊 2－12
辰六月二日書抜帳 （明治元年ヵ） 横半　1冊 3－1
辰七月三日指引書抜 （明治元年ヵ） 横半　1冊 3－2
辰八月三日書抜帳 （明治元年ヵ） 横半　1冊 3－3
辰九月三日書抜帳 （明治元年ヵ） 横半　1冊 3－4
辰十月三日書抜 （明治元年ヵ） 横半　1冊 3－5
辰十一月三日書抜 （明治元年ヵ） 横半　1冊 3－6
辰十二月二日書抜 （明治元年ヵ） 横半　1冊 3－7
巳二月三日書抜帳 （明治2年ヵ） 横半　1冊 4－1
一236一
2．両替商　山城国京都堀之上町万屋小堀家文書
巳二月晦日書抜帳 （明治2年ヵ） 横半　1冊 4－2
巳四月三日書抜帳 （明治2年ヵ） 横半　1冊 4－3
巳五月二日書抜帳 （明治2年ヵ） 横半　1冊 4－4
巳六月二日書抜帳 （明治2年力） 横半　1冊 4－5
巳七月三日書抜帳 （明治2年ヵ） 横半　1冊 4－6
巳八月三日書抜帳 （明治2年ヵ） 横半　1冊 4－7
巳九月三日書抜帳 （明治2年ヵ） 横半1冊 4－8
巳十月三日書抜帳 （明治2年ヵ） 横半　1冊 4－9
巳十一月三日書抜帳 （明治2年ヵ） 横半　1冊 4－10
〔十一月十一日書抜帳〕 （明治2年ヵ） 横半　1冊 4－11仮綴
巳十二月二日書抜帳 （明治2年ヵ） 横半　1冊 4－12
午二月三日書抜帳 （明治3年ヵ） 横半　1冊 5－1
午二月晦日書抜帳 （明治3年力） 横半　1冊 5－2
四月三日書抜帳 （明治3年ヵ） 横半　1冊 5－3
午五月三日惣書抜 （明治3年ヵ） 横半　1冊 5－4
午六月二日書抜帳 （明治3年ヵ） 横半　1冊 5－5
午七月四日書抜帳 （明治3年ヵ） 横半　1冊 5－6
午八月三日書抜帳 （明治3年ヵ） 横半　1冊 5－7
午九月三日書抜帳 （明治3年ヵ） 横半　1冊 5－8
午十月三日書抜帳 （明治3年ヵ） 横半　1冊 5－9
午閏十月三日書抜帳 （明治3年ヵ） 横半　1冊 5－10
午十一月三日書抜帳 （明治3年ヵ） 横半　1冊 5－11
午十二月二日書抜帳 （明治3年力） 横半　1冊 5－12
未二月三日書抜帳 （明治4年ヵ） 横半　1冊 6－1
未三月朔日書抜帳 （明治4年ヵ） 横半　1冊 6－2
未四月三日書抜帳 （明治4年ヵ） 横半　1冊 6－3
未五月三日書抜帳 （明治4年ヵ） 横半　1冊 6－4
未六月二日書抜帳 （明治4年ヵ） 横半　1冊 6－5
未七月三日書抜帳 （明治4年ヵ） 横半　1冊 6－6
未八月三日書抜帳 （明治4年ヵ） 横半　1冊 6－7
酉一月廿日書抜帳 （明治6年ヵ） 横半　1冊 7－1
酉二月四日書抜帳 （明治6年ヵ） 横半　1冊 7－2
酉三月三日書抜帳 （明治6年ヵ） 横半　1冊 7－3
酉四月三日書抜帳 （明治6年ヵ） 横半　1冊 7－4
一237一
山城国京都堀之上町万屋小堀家文書　2．両替商
酉五月三日書抜帳 （明治6年ヵ） 横半　1冊 7－5
酉六月三日書抜帳 （明治6年ヵ） 横半　1冊 7－6
酉八月三日書抜帳 （明治6年ヵ） 横半　1冊 7－7
九月三日書抜帳 （明治6年ヵ） 横半　1冊 7－8
酉十月三日書抜 （明治6年ヵ） 横半　1冊 7－9
十一月二日書抜帳 （明治6年ヵ） 横半　1冊 7－10
酉十二月三日書抜帳 （明治6年ヵ） 横半　1冊 7－11
戌五月三日書抜 （明治7年ヵ） 横半　1冊 8－1
小堀
戌六月三日書抜 （明治7年ヵ） 横半　1冊 8－2
小堀
戌七月三日書抜 （明治7年ヵ） 横半　1冊 8－3
小堀，朱書「此時速二算当合也」
戌八月三日書抜 （明治7年ヵ） 横半　1冊 8－4
小堀，朱書「此時速二算当合也」
戌九月三日書抜 （明治7年ヵ） 横半　1冊 8－5
小堀，朱書「此時速二算当合也」
戌十月三日書抜 （明治7年ヵ） 横半　1冊 8－6
小堀，朱書「此時速二算当合也」
戌十一月三日書抜 （明治7年ヵ） 横半　1冊 8－7
小堀，朱書r算当合也」
戌十二月三日書抜 （明治7年ヵ） 横半　1冊 8－8
小堀，朱書r速二合也」
亥二月三日書抜 （明治8年ヵ） 横半　1冊 9－1
小堀
亥三月三日書抜 （明治8年ヵ） 横半　1冊 9－2
小堀
亥四月三日書抜 （明治8年ヵ） 横半　1冊 9－3
小堀
亥五月三日書抜 （明治8年ヵ） 横半　1冊 9－4
小堀
亥六月三日書抜 （明治8年ヵ） 横半　1冊 9－5
小堀，朱書「速二算当合也」
亥七月三日書抜 （明治8年ヵ） 横半　1冊 9－6
小堀，朱書「速二合也」
子二月三日書抜帳 （明治9年ヵ） 横半　1冊 10－1
子三月三日書抜帳 （明治9年ヵ） 横半　1冊 10－2
子四月三日書抜帳 （明治9年ヵ） 横半　1冊 10－3
子五月三日書抜帳 （明治9年ヵ） 横半　1冊 10－4
子六月三日書抜帳 （明治9年ヵ） 横半　1冊 10－5
子七月二日書抜帳 （明治9年ヵ） 横半　1冊 10－6
子八月三日書抜帳 （明治9年ヵ） 横半　1冊 10－7
一238一
2。両替商　山城国京都堀之上町万屋小堀家文書
子九月三日書抜帳 （明治9年ヵ） 横半　1冊 10－8





































































寅十一月三日書抜 （明治ll年ヵ） 横半　1冊 12－10
小堀
寅十二月三日書抜 （明治11年ヵ） 横半　1冊 12－11
小堀
卯二月三日書抜 （明治12年ヵ） 横半　1冊 13－1
小堀
卯三月三日書抜 （明治12年ヵ） 横半　1冊 13－2
小堀
卯四月三日書抜 （明治12年力） 横半　1冊 13－3
小堀
卯五月三日書抜 （明治12年ヵ） 横半　1冊 13－4
小堀
卯六月三日書抜 （明治12年ヵ） 横半　1冊 13－5
小堀
卯七月三日書抜 （明治12年ヵ） 横半　1冊 13－6
小堀
卯八月三日書抜 （明治12年ヵ） 横半　1冊 13－7
小堀
卯九月三日書抜 （明治12年ヵ） 横半　1冊 13－8
小堀
卯十月三日書抜 （明治12年ヵ） 横半　1冊 13－9
小堀
卯十一月三日書抜 （明治12年ヵ） 横半　1冊 13－10
小堀
卯十二月三日書抜 （明治12年ヵ） 横半　1冊 13－11
小堀
辰二月三日書抜 （明治13年ヵ） 横半　1冊 14－1
小堀
辰三月三日書抜 （明治13年ヵ） 横半　1冊 14－2
小堀
辰四月三日書抜 （明治13年ヵ） 横半　1冊 14－3
小堀
辰五月三日書抜 （明治13年ヵ） 横半　1冊 14－4
小堀
辰六月三日書抜 （明治13年ヵ） 横半　1冊 14－5
小堀
辰七月三日書抜 （明治13年ヵ） 横半　1冊 14－6
小堀
辰八月三日書抜 （明治13年ヵ） 横半　1冊 14－7
小堀
辰九月三日書抜 （明治13年ヵ） 横半　1冊 14－8
小堀
辰十月三日書抜 （明治13年ヵ） 横半　1冊 14－9
小堀




辰十二月三日書抜 （明治13年力） 横半　1冊 14－11
小堀
巳二月三日書抜 （明治14年ヵ） 横半　1冊 15－1
小堀
巳三月三日書抜 （明治14年ヵ） 横半　1冊 15－2
小堀
巳四月三日書抜 （明治14年ヵ） 横半　1冊 15－3
小堀
巳五月三日書抜 （明治14年ヵ） 横半　1冊 15－4
小堀
巳六月三日書抜 （明治14年ヵ） 横半　1冊 15－5
小堀
巳七月三日書抜 （明治14年ヵ） 横半　1冊 15－6
小堀
巳八月三日書抜 （明治14年ヵ） 横半　1冊 15－7
小堀
巳九月三日書抜 （明治14年ヵ） 横半　1冊 15－8
小堀
巳十月三日書抜 （明治14年ヵ） 横半　1冊 15－9
小堀
巳十一月三日書抜 （明治14年ヵ） 横半　1冊 15－10
小堀
巳十二月三日書抜 （明治14年ヵ） 横半　1冊 15－11
小堀
午二月三日書抜 （明治15年ヵ） 横半　1冊 16－1
小堀
午三月三日書抜 （明治15年ヵ） 横半　1冊 16－2
小堀
午四月三日書抜 （明治15年ヵ） 横半　1冊 16－3
小堀
午五月三日書抜 （明治15年ヵ） 横半　1冊 16－4
小堀
午六月二日書抜 （明治15年ヵ） 横半　1冊 16－5
小堀，表紙朱書あり、朱印
午七月三日書抜 （明治15年ヵ） 横半　1冊 16－6
小堀
午八月三日書抜 （明治15年ヵ） 横半　1冊 16－7
小堀
午九月三日書抜 （明治15年ヵ） 横半　1冊 16－8
小堀
午十月三日書抜 （明治15年ヵ〉 横半　1冊 16－9
小堀
午十一月三日書抜 （明治15年力） 横半　1冊 16－10
小堀




子三月三日書抜 （明治21年ヵ） 横半　1冊 17－1
小堀
子四月三日書抜 （明治21年ヵ） 横半　1冊 17－2
小堀
子五月三日書抜 （明治21年ヵ） 横半　1冊 17－3
小堀
子六月三日書抜 （明治21年ヵ） 横半　1冊 17－4
小堀
子七月三日書抜 （明治21年ヵ） 横半　1冊 17－5
小堀
子八月三日書抜 （明治21年ヵ） 横半　1冊 17－6
小堀，朱書「此算当合也」
子九月三日書抜 （明治21年ヵ） 横半　1冊 17－7
小堀
子十月三日書抜 （明治21年ヵ） 横半　1冊 17－8
小堀
子十一月三日書抜 （明治21年ヵ） 横半　1冊 17－9
朱書「算当合」
子十二月三日書抜 （明治21年ヵ） 横半　1冊 17－10
小堀，朱書「算当合」
丑十一月三日書抜 （明治22年ヵ） 横半　1冊 18－1
小堀，朱書「当算凡合也」
丑十二月三日書抜 （明治22年ヵ） 横半　1冊 18－2
小堀
寅二月三日書抜 （明治23年ヵ） 横半　1冊 18－3
小堀
寅三月三日書抜 （明治23年ヵ） 横半　1冊 18－4
小堀
寅四月三日書抜 （明治23年力） 横半　1冊 18－5
小堀，朱書「算当済」
寅五月三日書抜 （明治23年ヵ） 横半　1冊 18－6
小堀，朱書「算当合」
寅六月三日書抜 （明治23年ヵ） 横半　1冊 18－7
小堀，朱書「速算当合」
七月三日書抜 （明治23年ヵ） 横半　1冊 18－8
小堀，朱書「算当合也」
寅八月三日書抜 （明治23年ヵ） 横半　1冊 18－9
小堀，朱書「算当速二合也」
寅九月三日書抜 （明治23年ヵ） 横半　1冊 18－10
小堀
寅十月三日書抜 （明治23年ヵ） 横半　1冊 18－11
小堀
寅十一月三日書抜 （明治23年ヵ） 横半　1冊 18－12
小堀，朱書「算当合也」




卯二月三日書抜 （明治24年ヵ） 横半　1冊 19－1
小堀
卯三月三日書抜 （明治24年ヵ） 横半　1冊 19－2小堀
卯四月三日書抜 （明治24年ヵ） 横半　1冊 19－3小堀
卯五月三日書抜 （明治24年ヵ） 横半　1冊 19－4小堀，算当競
卯六月三日書抜 （明治24年ヵ） 横半　1冊 19－5小堀
卯七月三日書抜 （明治24年ヵ） 横半　1冊 19－6
小堀
卯八月三日書抜　　　　　　　　　　　　　、 （明治24年ヵ） 横半　1冊 19－7小堀
卯九月三日書抜 （明治24年ヵ） 横半　1冊 19－8
卯十月三日書抜 （明治24年ヵ） 横半　1冊 19－9小堀
卯十一月三日書抜 （明治24年ヵ） 横半　1冊 19－10
小堀
卯十二月三日書抜 （明治24年ヵ） 横半　1冊 19－11
小堀
辰二月三日書抜 （明治25年ヵ） 横半　1冊 20－1小堀，算当合ス也
辰三月三日書抜 （明治25年ヵ） 横半　1冊 20－2小堀，朱書「正算合也」
辰四月三日書抜 （明治25年ヵ） 横半　1冊 20－3小堀，朱書「算当合也」
辰五月三日書抜 （明治25年ヵ） 横半　1冊 20－4小堀，朱書「凡算当合」
辰六月三日書抜 （明治25年力） 横半　1冊 20－5小堀，朱書「算当合」
辰七月三日書抜 （明治25年ヵ） 横半　1冊 20－6小堀
辰八月四日書抜 （明治25年ヵ） 横半　1冊 20－7小堀，朱書「算当合」
辰九月四日書抜 （明治25年ヵ） 横半　1冊 20－8小堀，朱書「算当合ス也」
辰十月三日書抜 （明治25年ヵ） 横半　1冊 20－9小堀
辰十一月三日書抜 （明治25年ヵ） 横半　1冊 20－10小堀
辰十二月三日書抜 （明治25年ヵ） 横半　1冊 20－11
小堀
巳二月三日書抜 （明治26年ヵ） 横半　1冊 21－1小堀




巳四月三日書抜 （明治26年ヵ） 樟半1冊 21－3
小堀
巳五月三日書抜 （明治26年ヵ） 横半　1冊 21－4
小堀
巳六月二日書抜 （明治26年ヵ） 横半　1冊 21－5
小堀
巳七月三日書抜 （明治26年ヵ） 横半　1冊 21－6
小堀
巳八月三日書抜 （明治26年ヵ） 横半　1冊 21－7
小堀
巳九月二日書抜 （明治26年ヵ） 横半　1冊 21－8
小堀，算当済





第壱番6伍番大福帳書抜井粟田大帳共 明治4年12月改 横半　1冊 26




〔一番6五番大福帳書抜〉 （元治元年冬） 横半　1冊 36
〔一番6五番大福帳井粟田帳書抜〕 慶応2年 横半　1冊 37
〔辰年九月十九日迄一番6五番大福帳〕 辰年 横半　1冊 39－4
〔辰年九月十三日迄一番6五番大福帳〕 横半　1冊 39－5
〔安政三年丙辰九月十六日改〕 安政3年9月16日改 横半　1冊 39－6
紙背文書あり
〔古金類所持之分書抜〕 辰年 横半　1冊 39－7
金札書抜 横半　1冊 39－8
紐切れ






嘉永四亥年仕分ケ方 横綴（水引） 1冊 23－1
一244一
2．両替商　山城国京都堀之上町万屋小堀家文書













〔別口方書抜井仕分方覚〕 慶応元年12月改 横綴（水引）1冊 24－4
慶応弐寅年極月珊日改 横　2通 24－5
〔別口方書抜井仕分方覚〕 慶応2年12月改 横綴（水引）1冊 24－6
〔別口方書抜井仕分方覚〕 慶応3年12月改 横綴　1冊 24－7
〔別口方書抜井仕分方覚〕 明治元年12月改 横綴　1冊 25－1
〔別口方・新別口方書抜井仕分方覚〕 横綴（水引〉1冊 25－2
〔別口方書抜井仕分方覚〕 明治2年12月改 横綴（水引）1冊 25－3
〔別口方書抜井仕分方覚〕 明治3年12月改 横綴（水引）1冊 25－4
〔別口方書抜井仕分方覚〕 明治4年12月改 横綴（水引）1冊 25－5
〔別口方書抜井仕分方覚〕 明治5年12月改 横綴（水引）1冊 25－6
〔別口方・新別口方書抜井仕分方之覚〕 明治6年 横綴（水引）1冊 25－7
〔別口方・新別口分書抜井仕分方之覚〕 明治7年 横綴（水引）1冊 25－8
〔別口方・新別口方之分書抜井仕分方之覚〕 明治8年 横綴（水引）1冊 25－9
〔別口方・新別口方之分書抜井仕分方之覚〕 明治9年 横綴（水引）1冊 25－10
〔別口方・新別口方書抜井仕分ケ方覚〕 明治10年 横綴（水引）1冊 25－11
〔別口方・新別口方書抜井仕分方之覚〕 明治ll年 横綴（水引）1冊 25－12
〔別口方・新別口方書抜井仕分方之覚〕 明治12年改 横綴（水引）1冊 25－13
〔別口方・新別口方書抜井仕分方之覚〕 明治13年改 横綴（水引）1冊 25－14
〔別口方書抜井仕分方覚〕 明治15年改 横綴（水引）1冊 25－15







朱書r第壱番」　天保弐年卯七月勘定帳 （天保2年） 横半 1冊 34－1
朱書r第弐番」　天保弐辰二月三日勘定帳 （天保2年） 横半 1冊 34－2
辻本氏
朱書r第三番」　天保三年辰八月四日勘定帳 （天保3年） 横半 1冊 34－3
辻本
第四番　天保四年巳二月七日勘定帳 （天保4年） 横半 1冊 34－4
辻本
第五番　天保四巳十月三日勘定帳 （天保4年） 横半 1冊 34－5
第六番　天保五年甲午四月六日迄勘定帳　但、 巳十月 （天保5年） 横半 1冊 34－6三日6翌年四月迄









〔弘化6年12月差引書抜〕 （弘化6年12月） 折　1通 38－1
紙背：進物目録





安政弐年卯極月書抜〆惣差引 安政2年12月 折　1通 38－5
紙背：米や平三郎書状（年始）
安政三辰年七月書抜〆 安政3年7月 横半　1通 38－6
紙背：殿村伊太郎書状（寒中見舞） ㌧
安政五年七月十四日〆 安政5年7月14日 横半　1通 38－7
紙背：殿村伊太郎書状（寒中見舞）
〔安政5年書抜〕 安政5年 折　1通 38－8
紙背：加嶋屋作之助書状（歳暮進上）
明治弐年七月改書抜 明治2年7月 横半　1通 38－9
一246一
2．両替商　山城国京都堀之上町万屋小堀家文書
明治弐年巳極月改（書抜） 明治2年12月 横半　1通 38－10
明治弐年七月十四日改 明治2年7月14日 横美　1通 38－11
紙背1近江屋定助書状（年始）
明治弐年極月十四日改 明治2年12月 横美　1通 38－12
紙背：近江屋定助書状（寒中見舞）
明治三庚午年七月十四日改 明治3年7月14日 横美　1通 38－13
紙背：銭屋清次郎書状（寒中見舞）
明治三午年十二月改 明治3年12月改 横美　1通 38－14
紙背：村田七右衛門書状（年賀）
明治四年七月十四日改 明治4年7月14日 横美　1通 38－15
紙背：丁子屋吟次郎書状（年賀）
明治四未年極月三十日改 明治4年12月30日 折　1通 38－16
紙背：中屋四郎兵衛（年賀）
〔申年分入金書抜〕 申年 横半　1通 38－17




























安政三辰年極月改 安政3年12月 折　1通 38－35
紙背：近江屋半次郎書状（年賀）
安政五年七月十四日〆（書抜） 安政5年7月14日 折　1通 38－36
紙背＝中村金九郎書状（年賀）





丑七月十四日改書抜 （慶応元年） 折　1通 38－40－1
紙背二米屋長兵衛書状（年賀）
慶応乙丑元年七月十四日改 慶応元年7月14日 横美　1通 38－40－2
紙背：銭屋忠三郎書状（年賀）
慶応弐寅七月十四日改 慶応2年7月14日 折　1通 38－41－1
紙背：境屋次郎兵衛書状（年賀）
慶応弐寅年七月改再改高 慶応2年7月14日 折　1通 38－41－2
紙背：近江屋楢之助書状（暑中見舞）
慶応三卯年七月十四改日 慶応3年7月14日 折　1通 38－42－1
紙背：近江屋半次郎書状（中元祝儀）
慶応三卯七月書抜 慶応3年7月14日 折　1通 38－42－2
紙背＝松永伊兵衛書状（暑中見舞）









慶応四戌辰年七月十四日改 慶応4年7月14日 横半　1通 38－45－2
紙背＝近江屋定助書状（寒中見舞）
一明治元戌辰極月廿九日改 明治元年12月 横美　1通 38－46－1
紙背：近江屋定助書状（年賀）
一明治元辰極月改（書抜〉 明治元年12月 横半　1通 38－46－2
一文久三亥年七月十四日改 文久3年7月14日 折　1通 38－47－1
紙背：米屋伊太郎書状（寒中見舞）
一文久三亥年七月（書抜） 文久3年7月14日 横美　1通 38－47－2
文久三癸亥年極月三十日改 文久3年12月 折　1通 38－48
紙背：殿村伊太郎書状（年賀）
文久三年亥極月改書抜〆 文久3年12月 折　1通 38－49
紙背：長田作次郎書状（年賀）
文久元酉年極月晦日勘定（下書） 文久元年12月30日 折　1通 38－50
紙背：木屋孫太郎書状（暑中見舞）




























酉米積視方より入方記録 （嘉永2年・3年） 横綴（水引）1冊 29奥書「酉米積視方則大蔵入方之根元也、父貴置此備被始、
後代之者三代目貴置之如心相守、殖集良勘定可致事第一
也　小堀貴峯誌」
成長年積之覚 弘化元年12月改（～嘉横美　1冊 42－1小堀貴置，朱書経文あり、後欠、綴紐切れ 永2年迄）
名目競方大帳之表口々書抜之覚 嘉永7年7月14日改 横美　1冊 42－2小堀貴置，朱書経文あり














〔振手形綴〕 明治ll年～12年 切　1綴（9通） 84















金銀取引通 安政6年1月 横美　1冊 31－1
万屋甚兵衛→俵屋清助殿
金銀取引通 慶応4年1月 横美　1冊 31－2
万屋甚兵衛→近江屋弥兵衛殿，裏表紙上書「巳八月五日
差引渡出入済」
金銀取引通 慶応4年1月 横美　1冊 31－3
万屋甚兵衛→近江屋宇助殿
○







取引先通帳拍 文久元年冬改 半四切（水引） 32－1
小堀店 1冊
取引先通帳拍 安政2年春改 半四切（水引） 32－2
小堀店 1冊
取引先通帳抽 万延2年春 半四切（水引） 32－3
小堀店 1冊





〔嘉永2年冬取引先通帳拍〕 嘉永2年冬 横半　1冊 39－1紙背文書あり
〔戌井子年取引先通帳拍〕 戌12月・子 横半　1冊 39－2
〔嘉永3年戌11月5日取引先通帳拍〕 嘉永3年ll月5日 横半　1冊 39－3
目出度諸帳面井通紙数拍 横美半（水引） 45小堀店，紙背文書あり 1冊
〔来寅春用取引通帳注文控〕 丑ll月19日 切継　1通 82－1万甚→小松さ様
〔来寅分大福帳他注文控〕 子11月23日 切継　1通 82－2万甚→小松佐様，丑年注文書付を再利用
〔明治26年春大福帳持様目録〕 （明治26年） 横半（水引）1冊 115－1















郡山様書状之拍 文久2年10月吉日 横半　1冊 49下札あり
郡山御殿様御在京之節年頭御礼之・久居御留守居在京
之節年頭御礼之拍 明治2年1月2日 横半　1冊（2丁） 50
紀州手形挟 （文政13年12月改・慶28．5×7，2　1点51小堀店，紐付き 応4年1月）










































〔為替会社創立尽力に付褒賞状〕（金3，000疋） 巳12月 切継　1通 75－1
民部省通商司→万屋甚兵衛代勤嘉七
〔包紙〕　上書「通商司出役書附」 切　1通 75－2－0
〔当局勘定方兼証文方任命状〕 8月26日 切　1通 75－2－1
為替会社（印）→足立嘉七
﹇（??）」
2－14．その他
　江戸期の万屋の極印打銀500目用の封紙が未使用のまま10枚ある。また、小堀家の看板の拓本が3枚
帳簿の小口分箋が未使用のまま71枚伝来している。
〔万屋甚兵衛封紙〕（極印打銀500目） 切（32．0×15．8）0
六角通多倉東入町両替　御掛屋万屋甚兵衛，板刷 10枚
〔拓本〕（万・小堀看板） 綴　3枚 81
福井瓢斎先生下書
一252一
2．両替商　山城国京都堀之上町万屋小堀家文書
〔帳簿小口分箋〕 7．6x4．571枚 118
一253一
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